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は
　
じ
　
め
　
に

一　

犯
罪
予
防
時
代
の
到
来

　

二
一
世
紀
を
迎
え
た
わ
が
国
の
刑
事
政
策
は
犯
罪
予
防
の
時
代
を
迎
え
た
と
い
え
よ
う（

1
）。

こ
れ
ま
で
刑
事
司
法
シ
ス
テ
ム
は
、
主
と
し
て

実
際
に
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
過
去
の
犯
罪
に
対
処
す
る
た
め
に
構
築
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
以
降
、
犯
罪
が
起
こ
る

前
に
、
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
の
制
度
設
計
に
も
力
が
注
が
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
半
世
紀
以
上
も
前
に
、﹁
犯
罪
予
防
社
会
﹂
の
到
来
を

予
言
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
の
Ｓ
Ｆ
作
家
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
Ｋ
・
デ
ィ
ッ
ク
の
短
編
小
説
﹃
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
・
リ
ポ
ー
ト（

2
）﹄（

一
九
五
六
年
）

の
表
現
を
借
り
れ
ば
、﹁
犯
罪
後
（postcrim

e

）﹂
か
ら
﹁
犯
罪
前
（precrim

e

）﹂
に
、
関
心
が
拡
大
し
た
の
で
あ
る
（
も
っ
と
も
、
こ
の

小
説
の
世
界
で
は
、
犯
罪
予
防
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
が
、﹁
プ
リ
コ
グ
︹precog

︺﹂
と
呼
ば
れ
る
予
知
能
力
者
で
あ
る
と
い

う
点
で
、
ま
だ
ま
だ
現
実
世
界
と
は
乖
離
し
て
い
る
の
で
あ
る
が（

3
））。

　

た
だ
し
、
こ
う
し
た
認
識
に
対
し
て
は
、﹁
犯
罪
予
防
﹂
は
目
新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
で
は
な
く
、
警
察
や
地
域
住
民
に
よ
る
﹁
防
犯
活
動
﹂

や
更
生
保
護
の
一
環
と
し
て
の
社
会
へ
の
啓
蒙
活
動
が
、
古
く
か
ら
刑
事
政
策
に
お
け
る
重
要
課
題
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
と
の
反
論
が

あ
り
得
る
。
た
し
か
に
、
わ
が
国
で
は
、
昔
か
ら
治
安
維
持
の
た
め
の
夜
回
り
・
巡
回
・
パ
ト
ロ
ー
ル
と
い
っ
た
防
犯
活
動
が
活
発
に
実
施

さ
れ
て
き
た
し
、
更
正
保
護
の
場
面
で
は
、
犯
罪
予
防
の
た
め
の
世
論
の
啓
発
活
動
、
社
会
環
境
の
改
善
、
地
域
住
民
の
活
動
の
助
長
が
、

保
護
観
察
所
の
任
務
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、過
去
一
〇
年
ほ
ど
の
間
に
急
速
に
台
頭
し
て
き
た
﹁
犯
罪
予
防
﹂
か
ら
は
、

こ
う
し
た
従
来
の
﹁
防
犯
活
動
﹂
と
は
一
線
を
画
し
た
新
し
い
展
開
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
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二　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
台
頭

　

そ
う
し
た
新
し
い
意
味
で
の
犯
罪
予
防
時
代
の
到
来
を
象
徴
す
る
現
象
の
一
つ
が
、
近
時
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
（private 

security
）
の
台
頭
で
あ
る（

4
）。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は
、﹁
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ポ
リ
ス
（private police

）﹂
や
﹁
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・

プ
ロ
テ
ク
テ
ィ
ブ
・
サ
ー
ビ
ス
（private protective service

）﹂
な
ど
と
も
呼
ば
れ（

5
）、

以
下
の
よ
う
な
、

さ
ま
ざ
ま
な
定
義
が
試
み
ら
れ
て
き
た
。
①
﹁
報
酬
を
支
払
う
顧
客
に
対
し
て
、
ま
た
は
自
ら
の
雇
用
主
で

あ
る
個
人
や
団
体
に
対
し
て
、
人
身
、
財
産
ま
た
は
そ
の
他
の
利
益
を
さ
ま
ざ
ま
な
危
険
か
ら
保
護
す
る
た

め
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
供
給
す
る
個
人
お
よ
び
民
間
企
業
・
団
体
の
総
称（

6
）﹂。

②
﹁
主
と

し
て
、
特
定
の
個
人
、
団
体
ま
た
は
施
設
に
対
す
る
犯
罪
、
損
失
ま
た
は
危
害
の
予
防
ま
た
は
捜
査
に
従
事

す
る
公
的
な
法
執
行
機
関
お
よ
び
行
政
機
関
以
外
の
も
の
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス（

7
）﹂。

③
﹁
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
エ
ラ
ー
、

非
常
事
態
、
天
災
ま
た
は
犯
罪
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
る
損
失
を
防
ぐ
た
め
に
必
要
な
人
員
ま
た
は
装
備
を
提

供
し
、
あ
る
い
は
手
立
て
を
講
じ
る
営
利
目
的
の
事
業（

8
）﹂。

し
か
し
、
今
日
ま
で
の
と
こ
ろ
、
そ
の
意
義
に

つ
い
て
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
形
成
さ
れ
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

た
だ
し
、
少
な
く
と
も
、
特
定
の
対
象
の
生
命
、
身
体
、
財
産
な
ど
の
利
益
が
侵
害
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ

た
め
に
、
非
公
的
な
個
人
ま
た
は
企
業
な
ど
の
団
体
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る
活
動
で
あ
る
と
い
う
点
で
は
一

致
し
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は
、
こ
れ
ま
で
公
的
機
関
に
独
占
さ
れ
て

き
た
社
会
の
安
全
確
保
や
犯
罪
の
予
防
と
い
う
役
割
を
非
公
的
な
組
織
ま
た
は
個
人
が
担
う
仕
組
み
と
し
て

捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
わ
が
国
で
は
、
警
備
業
が
こ
れ
に
相
当
す
る
。

　

犯
罪
予
防
の
役
割
は
警
察
の
み
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
る
と
考
え
が
ち
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
、
わ
が
国

表 1：プライベート・セキュリティと公的な警察機関の比較

プライベート・セキュリティ 公的な警察機関
民間企業 雇用主 国・公共団体
営利 活動の目的 非営利
特定の顧客 奉仕先 一般市民
なし 特別な権限 武器使用・逮捕権などあり
犯罪予防、財産保護、損害
の最小化 職　務 犯罪予防・鎮圧、法の適正

執行、犯人逮捕
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を
含
む
多
く
の
国
々
に
お
い
て
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
し
か
も
、
近
時
そ
の
比
重
は
さ

ら
に
増
し
つ
つ
あ
る
。
今
、
世
界
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
バ
ラ
ン
ス
は
、﹁
公
﹂
か
ら
﹁
私
﹂
へ
、﹁
官
﹂
か
ら
﹁
民
﹂
へ
と
大
き
く
シ
フ
ト
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
わ
が
国
で
は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
研
究
は
質
・
量
の
両
面
に
お
い
て

十
分
で
は
な
か
っ
た（

9
）。

し
た
が
っ
て
、
犯
罪
予
防
の
重
要
性
が
い
よ
い
よ
高
ま
っ
て
い
る
今
日
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
現
状

を
把
握
し
、
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
意
義
は
小
さ
く
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
国
際
的
な
動
向
と
比
較
し
つ
つ
、
わ
が
国
の
警
備
業
に

つ
い
て
若
干
の
検
討
を
加
え
た
い
。

一
　
英
米
に
お
け
る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
生
成
と
発
展

一　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
生
成
（
中
世
～
一
九
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
の
動
向
）

　

⑴　

中
世
イ
ギ
リ
ス
の
動
向　
　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
見
解
が
あ
り
、
古
代
エ
ジ
プ
ト

や
ロ
ー
マ
時
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
説
明
す
る
も
の
も
存
在
す
る
が
、
少
な
く
と
も
、
中
世
イ
ギ
リ
ス
に
は
、
今
日
的
な
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と
の
連
続
性
が
認
め
ら
れ
る
活
動
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
し
た
活
動
は
、
治
安
を
市
民
自
身
で
守
る
と
い
う
イ
ギ

リ
ス
の
伝
統
と
切
り
離
し
て
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

た
と
え
ば
、
中
世
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
、﹁
十
戸
組
（tithing

）﹂
と
い
う
相
互
善
行
保
証
制
度
が
採
用
さ
れ
て
い
た
。
十
戸
組
と
は
、
一
〇

世
紀
頃
に
始
ま
っ
た
地
方
行
政
単
位
を
指
し
、
一
二
歳
以
上
の
自
由
人
と
そ
の
家
族
に
よ
っ
て
一
〇
人
単
位
で
編
成
さ
れ
た
。
構
成
員
は
、

十
戸
組
長
（tithing m

an

）
の
下
で
、
法
に
背
い
た
り
、
秩
序
を
乱
し
た
り
す
る
者
が
出
な
い
よ
う
に
相
互
に
監
視
し
合
う
責
任
を
負
い
、

法
に
背
き
、
秩
序
を
乱
し
た
者
が
現
れ
た
と
き
に
は
、
裁
判
所
へ
の
出
頭
も
保
証
し
合
っ
て
い
た
。
こ
の
制
度
は
、﹁
ノ
ル
マ
ン
人
の
征
服
﹂

　
（
九
三
二
）



犯
罪
予
防
時
代
に
お
け
る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
発
展
と
わ
が
国
の
警
備
業

�

五

同
志
社
法
学　

六
二
巻
四
号

以
後
も
、﹁
十
人
組
（frankpledge

）﹂
と
し
て
活
用
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
制
度
は
、
一
方
で
、
人
々
の
忠
誠
を
部
族
長
に
で
は
な
く
、
国

王
に
直
接
結
び
付
け
る
効
果
を
意
図
し
て
い
た
と
も
い
わ
れ
る
が（

10
）、

市
民
自
身
に
よ
る
犯
罪
予
防
と
し
て
の
一
面
も
併
せ
持
っ
て
い
た
こ
と

は
間
違
い
な
い（

11
）。

　

ま
た
、
一
一
八
一
年
に
法
制
化
さ
れ
た
﹁
武
装
（assize of arm

s

）﹂
制
度
も
、
犯
罪
予
防
策
と
し
て
の
機
能
を
有
し
て
い
た
。
同
制
度

で
は
、
所
有
財
産
に
応
じ
て
、
一
五
歳
か
ら
六
〇
歳
ま
で
の
自
由
人
で
あ
る
男
性
市
民
に
治
安
維
持
の
た
め
に
武
器
を
調
達
し
、
保
有
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
武
装
が
認
め
ら
れ
た
男
性
市
民
は
、
ひ
と
た
び
事
が
起
こ
れ
ば
、
国
王
の
も
と
に
馳
せ
参
じ
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
た
が
、
平
時
は
、
そ
う
し
た
武
器
が
犯
罪
か
ら
自
ら
を
守
る
自
衛
の
手
段
と
し
て
効
果
を
発
揮
し
て
い
た
の
で
あ
る（

12
）。

　

さ
ら
に
、
犯
罪
者
を
発
見
し
た
市
民
に
、
こ
れ
を
大
声
で
周
囲
に
知
ら
せ
る
義
務
を
、
そ
の
声
を
耳
に
し
た
市
民
に
、
す
べ
て
を
お
い
て

犯
罪
者
の
逮
捕
に
協
力
す
る
義
務
を
課
す
﹁
叫
喚
追
跡
（hue and cry

）﹂
を
基
本
と
し
た
犯
罪
取
締
り
手
法
も
、
市
民
自
身
に
よ
る
犯
罪

の
取
締
り
の
典
型
例
と
い
え
よ
う
。
市
民
は
、
犯
人
を
追
跡
す
る
際
に
は
、
武
装
制
度
で
保
有
が
認
め
ら
れ
た
武
器
を
携
え
て
、
参
加
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
た（

13
）。

　

一
二
八
五
年
に
は
、
こ
う
し
た
治
安
維
持
の
た
め
に
運
用
さ
れ
て
い
た
既
存
の
慣
習
や
法
令
を
ま
と
め
、
整
理
し
た
ウ
ィ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー

法
（Statute of W

inchester

）
が
制
定
さ
れ
た
。
同
法
に
は
、﹁
十
人
組
﹂
制
度
、﹁
武
装
﹂
制
度
、﹁
叫
喚
追
跡
﹂
制
度
と
並
ん
で
、﹁
自

警
（w

atch and w
ard

）﹂
制
度
が
採
用
さ
れ
た
。
自
警
制
度
と
は
、
公
的
な
治
安
官
に
よ
る
﹁
昼
間
の
警
ら
活
動
（w

ard

）﹂
と
治
安
官

に
よ
ら
な
い
﹁
夜
間
の
警
ら
活
動
（w

atch

）﹂
を
意
味
し
た
。
こ
の
う
ち
夜
間
の
警
ら
活
動
に
は
、
自
治
体
ご
と
に
一
五
歳
か
ら
六
〇
歳
ま

で
の
一
般
市
民
の
男
性
か
ら
供
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り（

14
）、

ま
さ
に
市
民
に
よ
る
非
公
的
な
犯
罪
予
防
活
動
と
い
え
る
も
の
で
あ
っ
た（

15
）。

こ
の
よ
う
に
、
中
世
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
治
安
維
持
の
た
め
、
公
的
な
職
業
警
察
官
を
常
設
せ
ず
、
市
民
が
自
ら
の
手
で
犯
罪
を
取
り
締
ま

る
制
度
が
作
り
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
（
九
三
三
）
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⑵　

産
業
革
命
期
以
後
の
展
開　
　

し
か
し
、
時
代
を
経
る
に
つ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
で
も
、
市
民
自
身
に
よ
る
﹁
自
力
救
済
﹂
と
い
う
伝
統

的
な
理
念
は
薄
れ
て
い
き
、
治
安
の
悪
化
を
も
た
ら
し
た
。
つ
ま
り
、
公
的
な
警
察
機
構
は
強
化
さ
れ
な
い
ま
ま
、
市
民
の
治
安
維
持
力
が

低
下
し
た
結
果
、
犯
罪
の
増
加
と
凶
悪
化
を
招
い
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
富
裕
な
商
人
を
中
心
に
、
個
人
的
に
人
を
雇
い
、

店
舗
の
警
備
や
奪
わ
れ
た
商
品
の
奪
還
に
当
た
ら
せ
る
例
も
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

（
16
）。

そ
う
し
た
傾
向
は
、
一
八
世
紀
に
、
イ
ギ
リ
ス

が
産
業
革
命
期
を
迎
え
る
と
、
一
層
顕
著
に
な
っ
た
。
ロ
ン
ド
ン
を
始
め
と
し
た
都
市
部
に
、
仕
事
を
求
め
た
人
口
が
大
量
に
流
入
し
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
急
激
な
犯
罪
の
増
加
と
治
安
の
悪
化
を
招
き
、
市
民
に
よ
る
自
警
活
動
は
、
あ
ま
り
役
に
立
た
な
い
状
況
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
危
機
的
な
状
況
を
打
破
し
た
の
が
、
弁
護
士
で
あ
る
と
と
も
に
、
小
説
家
・
劇
作
家
で
あ
っ
た
ヘ
ン
リ
ー
・
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
で

あ
っ
た
。
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
は
、
一
七
四
八
年
に
ロ
ン
ド
ン
の
ボ
ウ
・
ス
ト
リ
ー
ト
地
区
の
主
席
治
安
判
事
に
就
任
す
る
と
、
ロ
ン
ド
ン

の
治
安
の
再
生
に
乗
り
出
し
、
ま
ず
六
名
の
市
民
に
よ
る
﹁
私
設
警
察
隊
﹂
を
作
り
、
犯
罪
者
を
徹
底
的
に
逮
捕
し
、
あ
る
い
は
追
い
出
し

た
。
こ
の
取
組
み
は
、
ヘ
ン
リ
ー
・
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
の
盲
目
の
異
母
兄
弟
ジ
ョ
ン
・
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
に
受
け
継
が
れ
、
私
設
警
察

隊
は
、
よ
り
組
織
的
で
、
専
門
的
な
捜
査
機
関
で
あ
る
﹁
ボ
ウ
・
ス
ト
リ
ー
ト
・
ラ
ン
ナ
ー
ズ
（B

ow
 Street R

unners

）﹂
と
し
て
、
イ

ギ
リ
ス
中
に
知
れ
渡
る
存
在
へ
と
発
展
を
遂
げ
た（

17
）。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
成
功
例
は
、
イ
ギ
リ
ス
全
土
で
み
れ
ば
、
例
外
に
過
ぎ
ず
、

ボ
ウ
・
ス
ト
リ
ー
ト
・
ラ
ン
ナ
ー
ズ
の
登
場
後
も
、
専
門
的
な
捜
査
機
関
を
常
設
す
る
動
き
は
広
が
ら
な
か
っ
た（

18
）。

そ
こ
に
は
、
治
安
の
取

締
り
を
完
全
に
公
的
機
関
に
委
ね
て
し
ま
う
こ
と
に
対
す
る
市
民
の
ア
レ
ル
ギ
ー
が
背
景
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
思
潮
は
、
内
務

大
臣
ロ
バ
ー
ト
・
ピ
ー
ル
卿
の
発
案
に
よ
っ
て
、
一
八
二
七
年
に
都
市
警
察
法
（M

etropolitan P
olice A

ct

）
が
制
定
さ
れ
、
ロ
ン
ド
ン

を
管
轄
す
る
公
的
な
警
察
組
織
と
し
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
ヤ
ー
ド
が
創
設
さ
れ
た
後
も
、
イ
ギ
リ
ス
社
会
の
底
流
に
脈
々
と
流
れ
続
け
て
い

た（
19
）。

　
（
九
三
四
）
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二　

近
代
的
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
誕
生
（
一
九
世
紀
以
降
の
英
米
の
動
向
）

　

⑴　

ピ
ン
カ
ー
ト
ン
探
偵
社　
　

植
民
地
時
代
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
な
ら
っ
て
、
市
民
が
犯
罪
の
取
締
り
に
中
心
的

な
役
割
を
担
う
制
度
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
公
的
機
関
と
民
間
の
役
割
の
境
界
は
必
ず
し
も
明
確
で
な
か
っ
た（

20
）。

ま
た
、
独
立
後
も
、
広
大

な
国
土
の
全
域
の
治
安
維
持
に
当
た
る
だ
け
の
警
察
組
織
の
構
築
は
き
わ
め
て
困
難
で
、
時
間
を
要
す
る
課
題
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
、
建
国
後
も
、
引
き
続
き
犯
罪
取
締
り
の
一
部
が
民
間
人
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
た（

21
）。

そ
う
し
た
土
壌
の
上
に
、
一
九

世
紀
半
ば
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
、
今
日
的
な
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
礎
を
築
い
た
企
業
が
誕
生
し
た
。﹁
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
産
業
の
父
﹂
と
も
称
さ
れ
る
ア
レ
ン
・
ピ
ン
カ
ー
ト
ン
に
よ
る
ピ
ン
カ
ー
ト
ン
探
偵
社
の
設
立
で
あ
る

（
22
）。

　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
貧
民
地
区
で
生
ま
れ
た
ピ
ン
カ
ー
ト
ン
は
、
当
時
イ
ギ
リ
ス
で
展
開
さ
れ
た
急
進
的
政
治
運
動
﹁
チ
ャ
ー
チ
ス
ト
運

動
﹂
に
の
め
り
こ
み
、
地
元
警
察
で
懸
賞
金
が
か
け
ら
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
新
天
地
を
求
め
て
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
渡
っ
た
。

ピ
ン
カ
ー
ト
ン
は
、
当
初
、
シ
カ
ゴ
で
樽
職
人
と
し
て
生
計
を
立
て
て
い
た
が
、
偶
然
、
贋
金
づ
く
り
犯
人
の
隠
れ
家
を
発
見
し
、
逮
捕
に

協
力
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
地
元
の
保
安
官
助
手
に
、
さ
ら
に
一
八
五
〇
年
に
自
ら
私
立
探
偵
社
﹁
ピ
ン
カ
ー
ト
ン
探
偵
社

（P
inkerton D

etective A
gency

）﹂
を
設
立
す
る
に
い
た
っ
た
。

　

設
立
当
初
の
ピ
ン
カ
ー
ト
ン
探
偵
社
の
主
要
活
動
は
、
当
時
相
次
い
で
い
た
鉄
道
強
盗
か
ら
乗
客
と
貨
物
を
守
る
鉄
道
警
備
活
動
で
あ
っ

た（
23
）。

一
九
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
を
契
機
に
大
量
の
開
拓
民
が
西
部
に
流
入
し
、
東
部
と
西
部
を
つ
な
ぐ
大
陸
横
断

鉄
道
網
が
徐
々
に
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
列
車
は
、
駅
の
あ
る
市
街
地
以
外
で
は
、
公
的
警
察
機
関
に
よ
る
保
護
を
期
待
で

き
ず
、
絶
え
ず
強
盗
に
襲
わ
れ
る
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
鉄
道
会
社
に
と
っ
て
、
同
社
の
登
場
は
願
っ
て
も
な
い
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
、
鉄
道
警
備
活
動
の
需
要
は
少
な
く
な
く
、
同
社
は
活
動
範
囲
を
イ
リ
ノ
イ
州
だ
け
で
な
く
、
北
西
部
各
州
へ
、
さ
ら
に

は
全
米
へ
と
広
げ
、
そ
れ
に
と
も
な
い
、
社
名
も
、﹁
ノ
ー
ス
・
ウ
ェ
ス
ト
警
察
社
（N

orthw
est police A

gency

）﹂
へ
、
さ
ら
に
﹁
ピ

　
（
九
三
五
）
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ン
カ
ー
ト
ン
全
米
探
偵
社
（P

inkerton N
ational D

etective A
gency

）﹂
へ
と
改
め
て
い
っ
た
。
当
時
同
社
が
用
い
た
﹁
我
々
は
け
っ
し

て
眠
ら
な
い
（W

e N
ever Sleep

）﹂
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
私
立
探
偵
を
意
味
す
る
﹁
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ア
イ
（private eye

）﹂
の
語
源
と
言

わ
れ
る
見
開
か
れ
た
一
つ
目
の
同
社
の
ロ
ゴ
は
、
瞬
く
間
に
広
く
知
れ
渡
っ
て
い
っ
た
。

　

ピ
ン
カ
ー
ト
ン
は
、
一
八
六
一
年
に
始
ま
っ
た
南
北
戦
争
で
も
、
北
軍
の
諜
報
活
動
の
責
任
者
に
抜
擢
さ
れ
、
リ
ン
カ
ー
ン
大
統
領
暗
殺

を
未
然
に
防
止
す
る
な
ど
の
活
躍
を
見
せ
、
そ
の
名
を
全
米
に
と
ど
ろ
か
せ
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し

た
。
ち
な
み
に
、
ピ
ン
カ
ー
ト
ン
は
、
こ
の
時
期
、
諜
報
活
動
と
同
時
に
、
経
済
の
混
乱
を
図
っ
た
南
部
政
権
（
ア
メ
リ
カ
連
合
国
）
に
よ

る
偽
造
通
貨
の
発
行
防
止
活
動
の
任
務
も
負
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
ピ
ン
カ
ー
ト
ン
の
活
動
は
、
そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
要
人
警
護

に
当
た
っ
て
い
る
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
・
サ
ー
ビ
ス
に
正
式
に
制
度
化
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
・
サ
ー
ビ
ス
が
、
要
人
警
護
だ
け
で

な
く
、
通
貨
偽
造
な
ど
の
犯
罪
に
対
す
る
捜
査
権
限
を
有
し
、
二
〇
〇
三
年
に
国
土
安
全
保
障
省
の
新
設
に
と
も
な
い
同
省
管
轄
の
独
立
機

関
と
し
て
移
管
さ
れ
る
ま
で
、
財
務
省
の
管
轄
下
に
置
か
れ
て
い
た
の
は
、
こ
う
し
た
歴
史
的
な
経
緯
に
よ
っ
て
い
た
の
で
あ
る（

24
）。

　

一
九
世
紀
後
半
に
は
、
ラ
イ
バ
ル
会
社
も
設
立
さ
れ
始
め
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
一
つ
の
産
業
と
し
て
社
会
的
に
認
知
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
ピ
ン
カ
ー
ト
ン
全
米
探
偵
社
を
は
じ
め
と
す
る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
業
者
は
、

新
た
な
活
動
の
場
を
当
時
加
熱
し
て
い
た
労
働
争
議
に
求
め
て
い
っ
た
。
各
社
は
、
資
本
家
サ
イ
ド
に
雇
用
さ
れ
、
組
合
ス
パ
イ
活
動
や
ス

ト
破
り
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
労
働
争
議
で
銃
撃
戦
に
ま
で
発
展
し
た
一
八
九
二
年
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
の
ホ
ー
ム
ス
テ
ッ
ド
・
ス
ト
ラ
イ

キ
事
件
へ
の
関
与
な
ど
、
行
き
過
ぎ
た
ス
パ
イ
活
動
・
ス
ト
破
り
へ
の
社
会
的
批
判
が
高
ま
り
、
同
社
の
評
判
は
急
速
に
低
下
し
て
い
っ
た
。

公
的
な
警
察
機
構
の
整
備
が
す
す
ん
だ
こ
と
も
あ
り
、
各
社
は
、
労
働
争
議
の
場
か
ら
相
次
い
で
撤
退
し
た
。

　

戦
後
、
治
安
の
悪
化
や
経
済
の
発
展
を
背
景
に
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
産
業
は
発
展
し
続
け
た（

25
）。

と
り
わ
け
、
ピ
ン
カ
ー
ト
ン
全
米
探
偵
社
は
、
一
九
六
四
年
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
万
博
で
警
備
業
務
を
請
け
負
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
警

　
（
九
三
六
）
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備
業
へ
と
業
務
の
中
心
を
シ
フ
ト
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
同
社
は
、
翌
年
に
は
、
公
益
法
人
と
な
り
、
社
名
を
﹃
ピ
ン
カ
ー
ト
ン
社

（P
inkerton Inc

）﹄
に
改
め
た
。

　

今
や
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
産
業
は
、
全
米
で
一
五
〇
万
人
以
上
を
雇
用
し
、
年
間
五
〇
億
ド
ル
を
稼
ぎ
出
す
産
業
に
成
長

を
遂
げ
た（

26
）。

と
り
わ
け
、
九
・
一
一
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
以
降
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
が
一
層
推
し
進
め
ら
れ
、
そ
の
中

心
的
な
役
割
を
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
産
業
が
担
っ
て
い
る
。

　

⑵　

イ
ギ
リ
ス
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ　
　

近
代
的
な
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は
、
一
九
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
で
も

そ
の
嚆
矢
を
見
出
せ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
内
務
大
臣
で
あ
っ
た
ロ
バ
ー
ト
・
ピ
ー
ル
卿
の
提
案
に
よ
り
、
最
初
の
公
的
な
警
察
組
織
と

し
て
ロ
ン
ド
ン
に
首
都
警
察
で
あ
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
ヤ
ー
ド
が
設
立
さ
れ
る
ま
で
、
市
民
の
手
に
犯
罪
の
取
締
り
を
委
ね
て
い
た
イ
ギ
リ

ス
で
は
、
炭
鉱
や
製
鉄
所
な
ど
で
も
、
労
働
者
間
の
暴
力
的
な
ト
ラ
ブ
ル
の
防
止
な
ど
を
目
的
に
、
私
設
の
警
察
組
織
を
設
置
し
た
。
と
く

に
、
鉄
道
会
社
は
、
車
内
外
で
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
活
用
し
た
。

　

戦
後
は
、
デ
パ
ー
ト
な
ど
で
も
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
量
的
に
は
、
一
九
八
〇
年
代
半

ば
ま
で
は
緩
や
か
な
増
加
傾
向
で
し
か
な
か
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
急
速
に
悪
化
し
た
治
安
情
勢
に
対
処
す
る
た
め
、

警
察
の
機
能
を
民
間
に
委
ね
る
よ
り
も
、
警
察
の
増
強
を
図
る
べ
き
と
す
る
保
守
勢
力
が
有
力
で
あ
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、

社
会
の
多
様
化
と
市
民
の
安
全
要
求
は
さ
ら
に
高
ま
り
、
も
は
や
公
的
な
警
察
に
よ
っ
て
は
応
え
る
こ
と
が
不
可
能
な
状
況
に
達
し
た
こ
と

か
ら
、
一
九
九
〇
年
代
に
は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は
量
的
に
も
、
急
速
に
増
加
し
た（

27
）。

警
察
学
研
究
所
（P

olice Studies 

Institute

）
が
一
九
九
四
年
に
公
表
し
た
推
測
値
に
よ
れ
ば
、
一
九
九
二
年
時
点
の
警
備
関
連
業
者
数
は
約
八
〇
〇
〇
に
達
し
、
警
備
産
業

従
事
者
は
一
七
万
七
〇
〇
〇
人
に
の
ぼ
っ
た
（
警
備
用
具
の
生
産
業
者
と
そ
の
従
業
者
、
企
業
に
警
備
担
当
と
し
て
雇
用
さ
れ
た
従
業
者
も

含
む
）。
ま
た
、
警
備
業
者
の
業
界
団
体
で
あ
る
英
国
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
産
業
協
会
（B

ritish Security Industry A
ssociation

）
も
、
一
九

　
（
九
三
七
）
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九
三
年
時
点
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
産
業
従
事
者
を
十
六
万
六
九
〇
〇
人
（
う
ち
企
業
に
雇
用
さ
れ
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
担
当
者
が
四
万
人
）
と
試

算
し
た
。
も
は
や
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
業
者
は
、
全
英
で
一
四
万
人
程
度
で
あ
っ
た
警
察
官
数
を
し
の
ぎ
、
治
安
維
持
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い

存
在
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
う
し
た
中
で
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
業
者
の
中
に
、
犯
罪
歴
の
あ
る
者
を
雇
用
し
て
い
た
り
、
職
業

的
な
犯
罪
者
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
て
い
る
も
の
が
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
社
会
問
題
化
し
た
。
こ
の
た
め
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
産

業
へ
の
規
制
の
必
要
性
が
高
ま
り
、
後
述
す
る
よ
う
に
二
〇
〇
〇
年
に
は
、
長
く
業
界
の
自
主
規
制
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
法
的
に
規
制
す
る
﹁
二
〇
〇
一
年
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
産
業
法
（P

rivate Security 

Industry A
ct of 2001

）﹂
が
制
定
さ
れ
た
。
英
国
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
産
業
協
会
に
よ
れ
ば
、
同
法
の
制
定
当
時
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
関
連
業
者

約
八
〇
〇
〇
社
中
、
常
駐
警
備
、
貴
重
品
輸
送
警
備
、
身
辺
警
護
な
ど
の
人
的
警
備
（m

anned security

）
に
従
事
す
る
業
者
は
約
二
〇

〇
〇
社
（
う
ち
英
国
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
産
業
協
会
加
盟
企
業
は
四
一
八
社
）
で
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
業
務
従
事
者
は
、
三
五
万
人
、
う
ち
人
的
警

備
に
従
事
す
る
警
備
員
数
は
一
二
万
五
〇
〇
〇
人
に
及
ぶ
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
英
国
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
産
業
協
会
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
一
年
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
産
業
全
体
の
売
上
高
は
約
四
〇
億
ポ
ン
ド
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
同
協
会
加
盟
企
業
の
売
上
高
は
約
三
〇
億
ポ
ン
ド
で
、
人

的
警
備
業
務
の
売
上
高
は
全
体
で
約
一
六
億
ポ
ン
ド
（
同
協
会
加
盟
企
業
で
は
約
一
二
億
ポ
ン
ド
）
で
あ
っ
た（

28
）。

二
　
わ
が
国
に
お
け
る
警
備
業
の
歩
み
と
現
状

一　

わ
が
国
の
警
備
業
の
歩
み

　

⑴　

生
成
期
（
一
九
六
〇
年
代
）　　

わ
が
国
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
誕
生
は
、
欧
米
に
比
較
し
て
か
な
り
遅
く
、 

一
九

六
二
（
昭
和
三
七
）
年
に
、
ア
メ
リ
カ
の
警
備
業（

29
）を

モ
デ
ル
と
し
て
、
日
本
警
備
保
障
（
現
在
の
セ
コ
ム
）
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
に
、
そ
の

　
（
九
三
八
）
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起
源
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
（
表
2
参
照
）。
し
か
も
、
そ
の
業
務
内
容
は
、
当
初
よ
り
警
備
業
務
に
限
定
さ
れ
、
英
米
の
よ
う
に
探
偵

業
と
一
体
化
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、﹁
水
と
安
全
は
タ
ダ
﹂
と
い
う
土
壌
で
あ
っ
た
当
時
の
わ
が
国
で
は
、
安
全
に
コ
ス
ト
が
か

か
る
と
い
う
認
識
は
希
薄
で
、
日
本
警
備
保
障
の
創
業
初
年
度
の
獲
得
顧
客
は
わ
ず
か
一
件
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る（

30
）。

こ
の
よ
う
に
低
迷
し
て

い
た
警
備
業
が
転
機
を
迎
え
た
の
が
、
一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。
同
社
が
、
代
々
木
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
選
手
村
の
警
備
を
請
け
負
っ
た
こ
と
が
マ
ス
コ
ミ
で
大
き
く
報
じ
ら
れ
、
警
備
業
へ
の
社
会
的
な
認
知
度
が
急
速
に
高
ま
っ
た
。
当
時
、

人
気
番
組
で
あ
っ
た
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
﹃
ザ
・
ガ
ー
ド
マ
ン
﹄（
一
九
六
五
︹
昭
和
四
〇
︺
年
～
一
九
七
一
︹
昭
和
四
六
︺
年
）
は
、
そ
う
し

た
警
備
業
の
発
展
を
象
徴
す
る
存
在
で
あ
っ
た
。

　

⑵　

法
整
備
期
（
一
九
七
〇
年
代
）　　

し
か
し
、
初
期
の
警
備
業
者
に
は
、
十
分
な
研
修
・
訓
練
も
受
け
て
い
な
い
﹁
素
人
集
団
﹂
と

し
て
マ
イ
ナ
ス
・
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し
て
い
た
。
実
際
に
、
心
無
い
警
備
員
に
よ
る
窃
盗
事
件
な
ど
も
頻
発
し
た
。
と
り
わ
け
、
一
九
七
一

（
昭
和
四
六
）
年
に
入
っ
て
、
①
那
珂
湊
市
役
所
事
件
（
職
員
組
合
と
の
労
使
紛
争
対
策
と
し
て
、
那
珂
湊
市
が
、
過
去
に
﹁
ス
ト
破
り
﹂

の
経
歴
を
有
す
る
右
翼
系
学
生
ら
を
ガ
ー
ド
マ
ン
と
し
て
臨
時
雇
用
し
、
市
長
に
対
す
る
リ
コ
ー
ル
に
発
展
し
た
事
件
）、
②
新
東
京
国
際

空
港
事
件
（
成
田
空
港
建
設
予
定
地
の
代
執
行
実
施
に
あ
た
っ
て
、
反
対
派
ら
の
抗
議
・
妨
害
活
動
が
展
開
さ
れ
、
機
動
隊
と
の
激
し
い
衝

突
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
事
件
。
反
対
派
の
抗
議
・
妨
害
活
動
に
対
し
て
、
成
田
空
港
公
団
に
雇
用
さ
れ
た
警
備
員
が
、
投
石
等
の
実
力
を
行

使
）、
③
チ
ッ
ソ
株
主
総
会
事
件
（
株
主
総
会
に
お
い
て
、
水
俣
病
事
件
に
対
す
る
経
営
者
ら
の
責
任
追
及
を
図
っ
た
患
者
団
体
の
行
動
を

阻
止
す
る
た
め
、
会
社
側
に
雇
用
さ
れ
た
ガ
ー
ド
マ
ン
︹
那
珂
湊
市
役
所
事
件
と
同
じ
警
備
会
社
︺
が
、
総
会
終
了
後
、
株
主
と
し
て
総
会

に
出
席
し
て
い
た
患
者
団
体
支
援
者
ら
を
実
力
排
除
し
、
暴
行
を
加
え
る
な
ど
し
た
事
件
）
な
ど
に
お
い
て
、
ガ
ー
ド
マ
ン
の
関
与
が
大
き

く
報
道
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
警
備
業
に
対
す
る
社
会
的
な
批
判
が
高
ま
る
と
同
時
に
、
法
的
規
制
を
求
め
る
機
運
が
高
ま
っ
た（

31
）。

そ
こ
で
、

一
九
七
二
（
昭
和
四
二
）
年
に
は
、
警
備
業
の
規
制
を
目
的
と
し
た
警
備
業
法
が
制
定
さ
れ
、
警
備
業
の
質
的
な
保
証
が
図
ら
れ
た
。
同
法

　
（
九
三
九
）
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の
制
定
に
よ
り
、
警
備
業
は
、
警
察
庁
に
よ
る
監
督
に
服
す
こ
と
に
な
り
、
一
つ
の
独
立
し
た
業
種
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
て
い
く
こ
と
に

な
る
。
一
九
八
〇
年
代
に
は
、
ホ
ー
ム
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
事
業
に
乗
り
出
す
警
備
業
者
が
現
れ
る
一
方
で
、
一
九
八
四
（
昭
和
五
九
）
年
の

﹁
グ
リ
コ
・
森
永
事
件
﹂
や
一
九
八
六
（
昭
和
六
一
）
年
の
﹁
三
井
物
産
マ
ニ
ラ
支
店
長
誘
拐
事
件
﹂
な
ど
企
業
を
標
的
と
し
た
犯
罪
が
相

次
ぎ
、
企
業
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
を
目
的
と
し
た
警
備
業
の
活
動
も
活
発
化
し
た
。

　

⑶　

拡
大
・
発
展
期
（
一
九
九
〇
年
代
～
現
在
）　　

一
九
九
〇
年
代
以
降
、
警
備
業
は
、
社
会
的
な
需
要
の
高
ま
り
に
呼
応
し
て
、
急

速
に
拡
大
・
発
展
を
遂
げ
た
。
そ
の
背
景
と
な
っ
た
の
が
、﹁
リ
ス
ク
社
会
﹂
お
よ
び
﹁
犯
罪
不
安
社
会
﹂
の
到
来
で
あ
っ
た
。
一
九
九
五
（
平

表 2　わが国の警備業の発展の歩み

年 出　　　　来　　　　事
1962 日本警備保障（現セコム）創設
1964 東京オリンピック開催
1965 TV番組『ザ・ガードマン』放映開始（～

1971年）
1966 機械警備実用化（日本警備保障）
1968 3 億円事件
1970 大阪万博開催
1971 那珂湊市役所事件

新東京国際空港事件
窒素株主総会事件

1972 全国警備業協会連合会発足（現全国警備業
協会）
警備業法施行

1974 三菱重工ビル爆破事件
1975 沖縄海洋博開催
1979 東京サミット開催
1981 ホームセキュリティ事業開始（セコム）
1982 改正警備業法施行
1984 グリコ・森永企業恐喝事件
1986 三井物産マニラ支店長誘拐事件
1989 昭和天皇崩御・大喪の礼
1995 阪神淡路大震災

地下鉄サリン事件
警察庁長官狙撃事件

1997 神戸市須磨区児童連続殺傷事件
1998 コンビニに銀行ATM設置開始
2001 大阪教育大付属池田小学校児童殺傷事件

明石花火大会歩道橋事件
アメリカ合衆国同時多発テロ事件

2002 改正警備業法施行
2003 政府犯罪対策閣僚会議による「犯罪に強い

社会の実現のための行動計画」の策定
2004 奈良市女子児童殺害事件
2005 改正警備業法施行
2006 駐車監視員制度の開始
2007 美祢（山口県）・播磨（兵庫県）・喜連川（栃

木県）にPFI刑務所開所
2008 島根あさひ（島根県）にPFI刑務所が開所

　
（
九
四
〇
）
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（
九
四
一
）

成
七
）
年
一
月
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
三
月
に
起
こ
っ
た
﹁
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
﹂
な
ど
を
受
け
て
、
わ
が
国
で
は
、
安
全
・

安
心
な
社
会
へ
の
ニ
ー
ズ
が
急
速
に
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
、
一
九
九
七
（
平
成
九
）
年
二
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
起
こ

っ
た
﹁
神
戸
市
須
磨
区
児
童
連
続
殺
傷
事
件
﹂、
二
〇
〇
一
（
平
成
一
三
）
年
六
月
の
﹁
池
田
小
学
校
児
童
殺
傷
事
件
﹂、
七
月
の
﹁
明
石
花

火
大
会
歩
道
橋
事
件
﹂
な
ど
、
わ
れ
わ
れ
の
日
常
生
活
に
潜
む
犯
罪
や
事
故
に
対
す
る
不
安
を
掻
き
立
て
る
事
件
が
相
次
い
だ
。
さ
ら
に
、

同
年
九
月
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
の
﹁
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
﹂
の
影
響
に
加
え
、
同
時
期
、
わ
が
国
の
犯
罪
認
知
件
数
も
大
幅
な
増
加
傾
向

を
見
せ
、
社
会
の
安
全
願
望
は
頂
点
に
達
し
た
。
こ
の
よ
う
な
社
会
の
安
全
願
望
は
、
警
察
を
中
心
と
し
た
公
的
機
関
だ
け
で
は
応
え
き
れ

な
い
程
に
ま
で
高
ま
っ
て
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
も
う
一
つ
の
受
け
皿
と
し
て
、
民
間
警
備
業
へ
の
ニ
ー
ズ
が
一
層
高
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

二　

警
備
業
の
現
状

　

⑴　

警
備
業
の
量
的
現
状　
　

警
備
業
者
数
と
警
備
員
数
の
推
移
を
見
て
み
る
と
（
図
1
参
照
）、
警
備
業
法
が
制
定
さ
れ
た
一
九
七
二

（
昭
和
四
七
）
年
に
は
、
警
備
業
者
七
八
〇
社
で
、
警
備
員
数
約
四
万
一
〇
〇
〇
人
を
数
え
る
ま
で
に
至
っ
た
。
翌
年
末
に
は
、
一
一
八
七

社
で
、
警
備
員
約
五
万
一
八
〇
〇
人
ま
で
増
加
し
た
。
そ
の
後
も
、
警
備
業
に
対
す
る
社
会
的
ニ
ー
ズ
は
着
実
に
増
加
し
続
け
、
一
九
八
九

（
平
成
元
）
年
頃
に
は
、
全
国
の
警
備
員
数
が
、
警
察
官
数
を
上
回
っ
た
と
さ
れ
る（

32
）。

そ
し
て
、
二
〇
〇
八
（
平
成
二
〇
）
年
末
現
在
、
警

備
業
者
数
は
、
八
九
二
四
社
、
警
備
員
数
は
、
五
一
万
二
三
三
一
人
で
あ
る（

33
）。

も
は
や
、
警
備
業
者
は
、﹁
社
会
安
全
産
業
﹂
の
中
心
的
な

担
い
手
と
し
て
、
確
固
た
る
地
位
を
築
い
た
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う（

34
）。

　

⑵　

警
備
業
者
の
質
的
現
状　
　

質
的
に
も
、
警
備
業
の
活
躍
の
場
は
広
が
り
つ
つ
あ
り
、
今
日
、
そ
の
業
務
内
容
は
以
下
の
よ
う
に
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
る（

35
）。

①
邸
宅
、
ビ
ル
、
工
場
、
倉
庫
、
学
校
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
方
公
共
団
体
や
国
の
行
政
機
関
の
施
設
、
さ
ら
に

は
空
港
や
原
子
力
発
電
所
の
よ
う
な
テ
ロ
の
標
的
に
も
な
り
や
す
い
施
設
を
も
対
象
に
し
た
施
設
警
備
。
②
コ
ン
サ
ー
ト
、
祭
礼
、
集
会
な
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ど
各
種
の
催
し
に
際
し
て
群
集
の
保
安
を
図
る
雑
踏
警
備
。
③
建
築

工
事
現
場
や
路
上
の
土
木
工
事
現
場
で
の
通
行
人
や
通
行
車
両
の
安

全
確
保
の
た
め
交
通
誘
導
を
行
う
保
安
警
備
。
④
現
金
、
貴
金
属
、

美
術
品
な
ど
貴
重
品
の
輸
送
に
際
し
て
行
う
輸
送
警
備
。
⑤
特
定
の

個
人
の
ボ
デ
ィ
ガ
ー
ド
を
行
う
身
辺
警
備
。
⑥
住
宅
や
オ
フ
ィ
ス
に

お
い
て
、
侵
入
者
探
知
装
置
や
監
視
カ
メ
ラ
を
用
い
て
防
犯
を
行
う

機
械
警
備
。

三
　
警
備
業
の
法
規
制

一　

欧
米
に
お
け
る
警
備
業
の
法
規
制

　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
産
業
と
し
て
発
達
し
、
犯
罪

予
防
に
占
め
る
社
会
的
な
位
置
づ
け
の
重
要
性
が
高
ま
る
と
、
何
ら

か
の
形
で
、
適
正
な
事
業
活
動
を
確
保
す
る
た
め
の
規
制
が
必
要
に

な
る
。
そ
こ
で
、
欧
米
で
は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に

対
し
て
法
的
な
規
制
を
行
う
例
が
少
な
く
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
形

式
や
内
容
は
、
国
ご
と
に
相
違
が
見
ら
れ
る
。

　

こ
の
う
ち
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
、
法
執
行
お
よ
び
司
法
行
政

　
（
九
四
二
）
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図 1　わが国の警備業者数と警備員数の推移
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に
関
す
る
大
統
領
委
員
会
が
、
一
九
六
七
年
に
公
表
し
た
﹃
特
別
部
会
報
告
書
・
警
察（

36
）﹄

に
お
い
て
示
し
た
﹁
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ポ
リ
ス
は
、

一
般
市
民
と
同
様
の
権
限
を
有
す
る
﹂
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
姿
勢
が
原
則
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
の
業
務
に
従
事
す
る
者
に
は
、
特
権
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
他
方
で
、
お
と
り
捜
査
の
制
限
や
逮
捕
時
の
黙
秘
権
等
の
告
知
義
務
な

ど
公
的
な
警
察
に
課
さ
れ
た
義
務
の
対
象
に
も
な
ら
な
い（

37
）。

た
だ
し
、
州
レ
ベ
ル
で
は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
法
的
規
制
が

加
え
ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
内
容
は
州
ご
と
に
異
な
る
た
め
、
一
概
に
言
え
な
い
が
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
者
に
の

み
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
を
認
め
る
法
令
が
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
と
さ
れ
る（

38
）。

　

イ
ギ
リ
ス
で
も
、﹁
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
認
め
ら
れ
る
権
限
は
、
一
般
市
民
と
同
様
で
あ
る
﹂
と
の
原
則
の
も
と
、
長
い
間
、

法
的
規
制
を
設
け
ず
、
九
〇
〇
以
上
の
業
者
が
加
盟
す
る
業
界
団
体
の
倫
理
綱
領
に
よ
る
自
主
規
制
が
行
わ
れ
て
き
た（

39
）。

し
か
し
、
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
社
会
的
な
役
割
が
拡
大
す
る
中
で
、
前
科
者
が
そ
う
し
た
業
務
に
従
事
し
た
り
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
企
業
が
犯
罪
組
織
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
て
い
た
り
す
る
実
態
が
明
ら
か
に
な
り
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
法
規
制
に
向
け
た
議
論
が

本
格
化
し
、
二
〇
〇
一
年
に
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
産
業
法
が
制
定
さ
れ
る
に
至
っ
た（

40
）。

そ
こ
で
は
、
①
監
督
機
関
と
し
て
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
産
業
委
員
会
（Security Industry A

uthority

）
の
設
置
、
②
個
人
免
許
制
度
の
導
入
（
パ
ト
ロ
ー
ル
、
現
金
輸
送
を
含

め
た
、
財
産
、
施
設
を
人
的
警
備
業
務
（m

anned guarding

）、
鍵
管
理
業
、
警
備
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
お
よ
び
私
立
探
偵
を
請
負
業
と

し
て
行
う
者
、
ド
ア
監
視
業
者
、
車
輪
止
め
設
置
業
者
（w

heel clam
pers

）
を
請
負
業
ま
た
は
委
託
者
の
被
雇
用
者
と
し
て
行
う
者
な
ら

び
に
、
こ
れ
ら
の
業
務
を
営
む
企
業
の
管
理
者
）、
③
個
人
免
許
制
度
に
お
け
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
産
業
委
員
会
の
権
限
、
④
任
意
認
定
業
者

制
度
（voluntary approved contractors ’ schem

e

）
の
導
入
な
ど
が
始
め
て
規
定
さ
れ
た
。

　

イ
ギ
リ
ス
以
外
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
主
要
国
も
、
何
ら
か
の
形
で
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
規
制
す
る
法
制
を
整
備
し
て
い
る（

41
）。

イ
ギ
リ
ス
の
ほ
か
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
ギ
リ
シ
ャ
、
イ
タ
リ
ア
、
オ

　
（
九
四
三
）
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ラ
ン
ダ
、
ノ
ル
ウ
ェ
イ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ス
ペ
イ
ン
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ス
イ
ス
の
一
五
カ
国
に
つ
い
て
、
そ
の
規
制
内
容
を
整
理
し
て
み

る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る（

42
）（

表
3
参
照
）。

　

す
べ
て
の
国
の
法
令
が
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
業
を
営
も
う
と
す
る
者
に
対
し
て
、
一
定
の
参
入
要
件
の
充
足
を
要
求
し
て

　
（
九
四
四
）

表
3
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
15カ
国
と
日
本
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
業
の
法
規
制
の
概
要

Ｐ
Ｓ
規
制
の

た
め
の
法
令
Ｐ
Ｓ
規
制
を

含
ん
だ
法
令
事
業
へ
の
参
入

要
件
の
規
定
事
業
の
実
施

要
件
の
規
定
教
育
・
訓

練
の
規
定

制
服
の
規

制
の
規
定

武
器
の
携
帯・

使
用
の
規
定
身
分
証
の
携
帯

義
務
の
規
定

警
備
犬
の

使
用
の
規
定

行政によるコン
トロールの規定

制
裁
規
定

オ
ー
ス
ト
リ
ア

×
○

○
○

×
○

○
×

？
×

×
ベ
ル
ギ
ー

○
×

○
○

○
任
意

○
○

○
○

○
デ
ン
マ
ー
ク

○
×

○
○

○
○

×
○

○
○

○
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

○
○

○
○

○
？

○
？

？
？

？
フ
ラ
ン
ス

○
×

○
○

×
任
意

○
○

○
○

○
ド

イ
ツ

×
○

○
○

×
任
意

○
○

？
○
×

○
イ
ギ
リ
ス

○
×

○
○

×
×

×
×

？
○

○
ギ
リ
シ
ャ

○
○

○
×

×
×

○
○

？
？

○
○

イ
タ
リ
ア

○
×

○
○

×
○

○
？

？
×

×
オ
ラ
ン
ダ

×
○

○
○

○
○

×
○

○
○

○
ノ
ル
ウ
ェ
イ

○
×

○
○

○
○

×
○

○
○

○
ポ
ル
ト
ガ
ル

○
×

○
○

○
○

○
○

？
○

○
ス
ペ
イ
ン

○
×

○
○

○
任
意

○
○

？
○

○
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

○
×

○
○

○
○

○
○

○
○

？
ス

イ
ス

○
×

○
○

○
○

○
○

○
○

○
日

本
○

×
○

○
○

○
×

○
×

○
○

※
　
○
…
…
あ
る
　
　
×
…
…
な
い
　
　
○
×
…
…
場
合
に
よ
る
　
　
　
？
…
…
不
明

日
本
以
外
に
つ
い
て
は
、
Jaap de W

aard, “Private Security in Europe ”, （
1999） 1 European J. Crim

. Policy and Research, 
108, at pp. 110－11を

参
照
。
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（
九
四
五
）

い
る
。
そ
こ
で
の
要
件
は
、
犯
罪
歴
が
な
い
こ
と
な
ど
で
、
基
本
的
に
似
通
っ
て
い
る
が
、
若
干
の
相
違
が
み
ら
れ
る
。
①
ベ
ル
ギ
ー
、
フ

ラ
ン
ス
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ス
ペ
イ
ン
お
よ
び
ス
イ
ス
で
は
、
第
三
者
保
険
へ
の
加
入
が
参
入
条
件
と
さ
れ
て
い
る
。
②
ベ
ル
ギ
ー
と
フ
ラ
ン

ス
で
は
、
以
前
、
警
察
ま
た
は
軍
隊
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
者
に
よ
る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
会
社
の
設
立
に
一
定
の
制
限
が
設
け

ら
れ
て
い
る
。
③
イ
タ
リ
ア
と
ス
ペ
イ
ン
で
は
、
兵
役
を
終
え
て
い
る
こ
と
が
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
領
域
で
の
就
労
の
条

件
と
さ
れ
て
い
る
。
④
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
破
産
後
は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
会
社
の
設
立
が
認
め
ら
れ
な
い
。

　

一
五
カ
国
の
う
ち
、
九
カ
国
が
教
育
・
訓
練
に
関
す
る
規
定
を
も
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
内
容
や
期
間
は
、
国
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
で
、

ド
イ
ツ
の
よ
う
に
、
受
け
る
側
に
一
定
の
選
択
が
認
め
ら
れ
る
例
も
あ
れ
ば
、
オ
ラ
ン
ダ
の
よ
う
に
、
訓
練
内
容
が
体
系
化
さ
れ
て
い
る
例

も
あ
る
。

　

制
服
の
着
用
も
、
大
半
の
国
で
義
務
化
さ
れ
て
い
る
が
、
ベ
ル
ギ
ー
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
お
よ
び
ス
ペ
イ
ン
で
は
、
着
用
は
選
択
制
で
、

警
察
の
制
服
と
類
似
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。
デ
ン
マ
ー
ク
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
お
よ
び
ノ
ル
ウ
ェ
イ
を
除
く
一
一
カ
国
で
は
、
一
定
の

銃
器
の
携
帯
が
許
さ
れ
て
い
る
。
一
〇
カ
国
で
は
、
身
分
証
の
携
帯
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
ス
ペ
イ
ン
で
は
、
身
分
証
の
携
帯
は
義
務

と
さ
れ
て
い
な
い
が
、
社
章
（
エ
ン
ブ
レ
ム
）
の
付
い
た
制
服
の
着
用
に
よ
っ
て
、
認
識
可
能
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
行
政
に

よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
一
二
カ
国
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
ス
ペ
イ
ン
で
は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
業
者
に
対

し
て
、
年
次
報
告
書
を
政
府
に
提
出
す
る
義
務
が
課
さ
れ
て
い
る
。
一
一
カ
国
で
は
、
違
反
行
為
に
対
す
る
行
政
処
分
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
営
業
免
許
停
止
処
分
だ
け
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
ベ
ル
ギ
ー
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
フ
ラ
ン
ス
、
ノ
ル
ウ
ェ
イ
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
、
ス
ペ
イ
ン
お
よ
び
ス
イ
ス
で
は
、
営
業
免
許
停
止
処
分
の
ほ
か
、
制
裁
金
（
罰
金
）
と
拘
禁
刑
も
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
ベ
ル
ギ
ー
と
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
政
治
的
な
紛
争
や
労
働
争
議
の
妨
害
を
禁
じ
る
規
定
が
あ
る
。
ま
た
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
に
は
、
抵
抗
さ
れ
た
と
き
に
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
、
一
定
の
有
形
力
の
行
使
を
容
認
す
る
規
定
が
置
か
れ
て
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い
る
。
さ
ら
に
、
ギ
リ
シ
ャ
で
は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
給
与
に
つ
い
て
、
警
察
と
同
額
か
ら
始
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
旨
の
規
定
も
あ
る
。

二　

わ
が
国
の
警
備
業
法

　

⑴　

警
備
業
法
の
概
要　
　

前
述
し
た
よ
う
に
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
警
備
業
に
つ
い
て
所
要
の
規
制
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
警

備
業
務
の
実
施
の
適
正
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
（
第
一
条
）、
一
九
七
二
年
に
、
警
備
業
法
（
昭
和
四
七
年
法
一
一
七
号
）
が
制
定
さ

れ
た（

43
）。

　

そ
こ
で
は
、
当
時
の
警
備
業
の
実
情
を
考
慮
し
、
最
小
限
の
規
制
と
し
て
、
①
警
備
業
の
定
義
と
業
務
範
囲
、
②
欠
格
事
由
、
③
警
備
業

の
届
出
制
、
④
一
八
歳
未
満
の
者
の
警
備
業
務
従
事
の
禁
止
、
⑤
業
務
実
施
の
基
本
原
則
、
⑥
服
装
・
護
身
用
具
の
制
限
、
⑦
警
備
員
の
教

育
、
⑧
警
備
員
名
簿
の
備
え
付
け
、
⑨
行
政
上
の
監
督
措
置
が
、
二
一
か
条
に
定
め
ら
れ
る
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

⑵　

警
備
業
の
定
義　
　

こ
の
う
ち
第
二
条
は
、
①
定
義
と
業
務
範
囲
に
関
し
て
は
、﹁
警
備
業
務
﹂
が
、
施
設
警
備
（
一
項
一
号
）、
保

安
・
雑
踏
警
備
（
同
項
二
号
）、
輸
送
警
備
（
同
項
三
号
）、
ま
た
は
身
辺
警
備
（
同
項
四
号
）
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
業
務
で
あ
っ
て
、

他
人
の
需
要
に
応
じ
て
行
う
も
の
、﹁
警
備
業
﹂
が
、
警
備
業
務
を
行
う
営
業
（
二
項
）、﹁
警
備
業
者
﹂
が
、
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
届

出
を
し
て
、警
備
業
を
営
む
者
（
三
項
）、﹁
警
備
員
﹂
が
、警
備
業
者
の
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
で
警
備
業
務
に
従
事
す
る
者
（
四
項
）
と
、

そ
れ
ぞ
れ
定
義
さ
れ
た
。
ま
た
三
条
は
、
警
備
業
者
（
法
人
の
役
員
を
含
む
）
の
欠
格
事
由
と
し
て
、
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
ま
た

は
警
備
業
法
に
違
反
し
て
罰
金
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
ま
た
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
三

年
を
経
過
し
な
い
者
を
あ
げ
た
。

　

⑶　

警
備
業
の
規
制　
　

他
方
、
警
備
業
務
の
実
施
の
適
正
化
と
い
う
同
法
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
な
業
務
の
実
施
に
関
す

　
（
九
四
六
）
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る
規
制
と
し
て
、
警
備
業
法
は
以
下
の
よ
う
に
定
め
た
。
①
警
備
業
者
や
警
備
員
に
は
、
警
察
の
よ
う
な
特
別
の
権
限
は
付
与
さ
れ
て
お
ら

ず
、
他
人
の
権
利
や
自
由
を
侵
害
し
、
ま
た
は
個
人
や
団
体
の
正
当
な
活
動
に
干
渉
し
て
は
な
ら
な
い
（
八
条
）。
②
警
備
員
の
服
装
に
つ

い
て
、
警
察
官
や
海
上
保
安
官
と
の
誤
認
を
避
け
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
も
の
と
明
確
に
識
別
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
九
条
）。

③
護
身
用
具
の
携
帯
は
、
各
都
道
府
県
公
安
委
員
会
が
設
け
た
制
限
に
従
わ
ね
ば
な
ら
な
い
（
一
〇
条
）。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
実
効

性
を
担
保
す
る
た
め
に
、
七
条
は
、
一
八
歳
未
満
の
者
や
一
定
の
前
科
を
有
す
る
者
が
警
備
員
に
な
る
こ
と
と
警
備
業
者
が
こ
れ
ら
の
者
を

警
備
業
務
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
を
禁
じ
た
。
さ
ら
に
、
一
一
条
は
、
警
備
業
者
に
対
し
て
、
警
備
員
に
対
す
る
教
育
、
指
導
お
よ
び
監
督
の

義
務
を
課
し
た
。

　

⑷　

営
業
の
規
制　
　

こ
れ
ら
の
警
備
業
の
指
導
取
締
り
の
た
め
の
規
定
と
し
て
、
四
条
か
ら
六
条
は
、
警
備
業
を
営
も
う
と
す
る
者
や

警
備
業
者
に
対
し
て
、
必
要
事
項
を
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
届
出
る
よ
う
に
、
一
二
条
は
、
警
備

員
の
氏
名
、
住
所
、
教
育
状
況
な
ど
を
記
載
し
た
名
簿
、
具
体
的
な
業
務
の
内
容
を
記
載
し
た
書
類
を
各
営
業
所
に
備
え
付
け
る
よ
う
に
、

そ
れ
ぞ
れ
義
務
付
け
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
義
務
の
履
行
等
に
よ
っ
て
適
正
な
業
務
が
実
施
さ
れ
て
い
る
か
、
監
督
す
る
た
め
、
一
三
条
は
、

各
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
対
し
て
、
報
告
徴
収
権
と
営
業
所
へ
の
立
入
検
査
権
等
を
付
与
し
、
一
四
条
は
、
警
備
員
等
に
法
令
違
反
が
あ

っ
た
場
合
、
必
要
な
指
示
を
発
す
る
権
限
を
付
与
し
た
。
さ
ら
に
、
一
五
条
一
項
は
、
法
令
違
反
の
程
度
が
著
し
い
と
き
に
、
営
業
停
止
命

令
を
、
一
五
条
二
項
は
、
欠
格
事
由
に
該
当
す
る
者
が
営
業
を
行
っ
て
い
る
と
き
に
、
廃
業
命
令
を
発
す
る
権
限
を
付
与
し
た
。

　

⑸　

営
業
の
適
正　
　

た
だ
し
、
警
備
業
法
の
制
定
に
当
た
っ
て
、
こ
こ
で
い
う
﹁
適
正
﹂
と
は
、﹁
適
当
で
正
し
い
と
い
う
意
味
で
は

な
く
、
違
法
不
当
で
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
こ
と
に
は
注
意
を
要
す
る
。
す
な
わ
ち
、
警
備
員
個
々
に
よ
り
行
わ
れ
る
具
体
的
な
警
備
業

務
の
実
施
に
伴
う
違
法
不
当
な
事
態
の
発
生
を
防
止
す
る
こ
と
﹂
で
あ
る
点
が
強
調
さ
れ
た（

44
）。

つ
ま
り
、﹁
こ
こ
に
い
う
﹃
適
正
化
﹄
と
は
、

警
備
員
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
業
務
の
実
施
が
違
法
・
不
当
に
わ
た
り
、
他
人
の
権
利
自
由
の
侵
害
や
個
人
・
団
体
の
活
動
に
介
入
す
る
こ
と

　
（
九
四
七
）
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な
ど
の
こ
と
が
な
い
よ
う
に
規
制
す
る
﹂
と
い
う
意
味
で
あ
っ
て
、﹁
警
備
業
そ
の
も
の
の
健
全
な
発
展
を
促
進
し
、
業
界
秩
序
の
安
定
化
・

適
正
化
を
図
る
と
い
う
意
味
は
含
ま
れ
て
い
な
﹂
か
っ
た
の
で
あ
る（

45
）。

こ
れ
は
、﹁
当
時
ま
だ
金
科
玉
条
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
た
﹃
警
察
消

極
目
的
の
原
則
﹄
に
忠
実
に
従
っ
て
法
文
化
さ
れ
た
も
の
﹂
で
あ
る
と
説
か
れ
た
点
に
は
注
目
を
要
す
る（

46
）。

三　

一
九
八
二
年
の
警
備
業
法
改
正

　

⑴　

改
正
の
背
景　
　

警
備
業
法
の
制
定
後
、
警
備
業
は
、
需
要
の
増
大
を
受
け
て
、
一
層
の
発
展
を
遂
げ
、
社
会
に
及
ぼ
す
影
響
も
い

よ
い
よ
拡
大
し
、﹁
社
会
安
全
産
業
﹂
と
し
て
の
社
会
へ
の
浸
透
も
さ
ら
に
す
す
ん
で
い
っ
た
。
し
か
し
、
他
方
に
お
い
て
、
当
時
の
警
備

業
者
の
中
に
は
、
次
の
よ
う
な
問
題
も
認
め
ら
れ
た
。
第
一
に
、
前
科
・
前
歴
者
や
暴
力
団
と
の
関
係
が
深
い
悪
質
な
業
者
が
一
部
存
在
し

て
い
た
。
こ
れ
ら
の
業
者
で
は
、
法
令
違
反
や
警
備
員
に
よ
る
非
行
が
多
発
し
て
い
た
。
第
二
に
、
警
備
員
に
よ
る
不
祥
事
が
依
然
と
し
て

頻
発
し
て
い
た
。
そ
の
中
に
は
、
勤
務
先
で
の
多
額
の
窃
盗
事
件
や
殺
人
事
件
も
含
ま
れ
て
お
り
、
マ
ス
コ
ミ
に
よ
っ
て
大
き
く
報
じ
ら
れ

た
。
第
三
に
、
警
備
員
に
対
し
て
の
教
育
が
不
足
し
て
い
た
。
個
々
の
警
備
員
に
実
効
性
の
あ
る
指
導
・
教
育
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
業
者

が
多
数
存
在
し
た
。
こ
の
た
め
前
述
し
た
警
備
員
に
よ
る
不
祥
事
の
ほ
か
、
不
適
切
な
業
務
に
よ
っ
て
事
故
が
多
発
し
た
。
第
四
に
、
機
械

警
備
業
が
急
速
に
発
達
し
た
。
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
基
地
局
か
ら
の
遠
隔
警
備
が
普
及
し
た
が
、
そ
う
し
た
業
務
は
、
一
〇
年
前
に
は
想

定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

⑵　

改
正
の
概
要　
　

そ
こ
で
、
警
備
業
法
は
、
一
九
八
二
（
昭
和
五
七
）
年
に
改
正
さ
れ
、
翌
年
一
月
よ
り
施
行
さ
れ
た
。
改
正
の
ポ

イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た（

47
）。

　

ま
ず
、
警
備
業
の
欠
格
事
由
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
拡
充
し
た
（
三
条
）。

①
禁
治
産
者
も
し
く
は
準
禁
治
産
者
ま
た
は
破
産
者
で
復
権
し
て
い
な
い
も
の
（
一
号
）。

　
（
九
四
八
）
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②
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
ま
た
は
警
備
業
法
に
違
反
し
て
罰
金
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
ま
た
は
執
行
を
受
け
る

こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
な
い
者
（
二
号
）。

③
最
近
五
年
間
に
、
こ
の
法
律
の
規
定
、
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
も
し
く
は
処
分
に
違
反
し
、
ま
た
は
警
備
業
務
に
関
し
他
の

法
令
の
規
定
に
違
反
す
る
重
大
な
不
正
行
為
で
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
も
の
を
し
た
者
（
三
号
）。

④
集
団
的
に
、
ま
た
は
常
習
的
に
暴
力
的
不
法
行
為
そ
の
他
の
罪
に
当
た
る
違
法
な
行
為
で
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
も
の
を
行

う
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
に
足
り
る
相
当
な
理
由
が
あ
る
者
（
四
号
）。

⑤
精
神
病
者
ま
た
は
ア
ル
コ
ー
ル
、
麻
薬
、
大
麻
、
あ
へ
ん
も
し
く
は
覚
せ
い
剤
の
中
毒
者
（
五
号
）。

⑥
営
業
に
関
し
成
年
者
と
同
一
の
能
力
を
有
し
な
い
未
成
年
者
。
た
だ
し
、
そ
の
者
が
警
備
業
者
の
相
続
人
で
あ
っ
て
、
そ
の
法
定
代
理

人
が
欠
格
事
由
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
場
合
を
除
く
（
六
号
）。

⑦
営
業
所
ご
と
に
、
同
法
一
一
条
の
三
第
一
項
の
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
を
選
任
す
る
と
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
相
当
な
理
由

が
あ
る
者
（
七
号
）。

⑧
法
人
で
そ
の
役
員
の
う
ち
に
①
か
ら
⑤
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
あ
る
も
の
（
八
号
）

　

同
時
に
、
警
備
業
者
の
認
定
制
が
創
設
さ
れ
た
（
四
条
）。
従
来
、
警
備
業
を
営
も
う
と
す
る
者
に
対
す
る
規
制
と
し
て
は
、
各
都
道
府

県
公
安
委
員
会
へ
の
届
出
を
義
務
付
け
、
欠
格
事
由
に
該
当
す
る
場
合
に
、
営
業
開
始
後
に
、
営
業
廃
止
命
令
を
発
す
る
と
い
う
事
後
規
制

が
採
用
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
を
事
前
規
制
に
改
め
、
営
業
開
始
前
に
、
前
述
し
た
欠
格
事
由
に
該
当
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
同
委
員
会

の
認
定
を
受
け
る
認
定
制
に
強
化
さ
れ
た
。
こ
の
認
定
制
の
導
入
に
よ
っ
て
、
営
業
の
自
由
を
尊
重
し
つ
つ
、
不
適
格
者
を
的
確
に
排
除
す

る
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
警
備
員
の
欠
格
事
由
が
整
備
さ
れ
た
（
七
条
）。
警
備
員
は
、
直
接
警
備
業
務
に
従
事
す
る
者
と
し
て
、
強
い
自
制
心
や
的
確
な

　
（
九
四
九
）
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判
断
力
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
従
来
一
八
歳
未
満
の
者
の
み
で
あ
っ
た
警
備
員
に
対
す
る
欠
格
事
由
を
整
備
し
、
一
八
歳
未
満
の
者
ま

た
は
警
備
業
者
の
欠
格
事
由
の
う
ち
①
か
ら
⑤
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
、
警
備
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
指
導
・
教
育
の
充
実
が
図
ら
れ
た
。
警
備
員
に
対
す
る
指
導
・
教
育
は
、
警
備
業
務
を
適
正
に
実
施
す
る
た
め
、
警
備
業
法
に

定
め
ら
れ
た
警
備
業
者
の
義
務
（
一
一
条
）
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
利
益
に
直
結
し
な
い
た
め
、
実
施
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
さ
れ

て
い
て
も
不
十
分
で
あ
っ
た
り
す
る
例
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
状
況
を
打
開
す
る
た
め
、
次
の
二
つ
の
制
度
が
導
入
さ

れ
た
。
①
警
備
員
を
対
象
に
し
た
専
門
的
な
知
識
や
能
力
に
関
す
る
検
定
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
（
一
一
条
の
二
）。
②
各
営
業
所
ご
と
に
、

指
導
・
教
育
に
関
す
る
知
識
・
能
力
を
有
す
る
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
を
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
一
一
条
の
三
）。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
改
正
と
合
わ
せ
て
、
機
械
警
備
業
務
に
対
す
る
規
制
も
新
た
に
盛
り
込
ま
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
機
械
警
備
業
者
に
、
業

務
を
行
う
区
域
を
管
轄
す
る
公
安
委
員
会
へ
の
届
出
を
義
務
付
け
る
と
と
も
に
（
一
一
条
の
四
）、
基
地
局
の
廃
止
や
変
更
な
ど
に
つ
い
て

も
同
様
と
す
る
旨
が
定
め
ら
れ
た
（
一
一
条
の
五
）。

四　

二
〇
〇
二
年
改
正
の
概
要

　

⑴　

改
正
の
背
景　
　

そ
の
後
、
改
正
警
備
業
法
の
下
、
わ
が
国
の
警
備
業
は
、
継
続
的
な
発
展
を
遂
げ
て
い
た
が
、
前
回
の
改
正
か
ら

二
〇
年
を
経
た
二
〇
〇
二
（
平
成
一
四
）
年
、
暴
力
団
対
策
の
強
化
が
図
ら
れ
る
中
で
、
警
備
業
界
に
お
い
て
、
暴
力
団
と
密
接
な
関
係
に

あ
る
者
の
存
在
が
問
題
視
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
者
を
欠
格
事
由
に
加
え
る
こ
と
な
ど
を
内
容
と
し
た
改
正
が
実
施
さ
れ
た（

48
）。

　

⑵　

改
正
の
概
要　
　

二
〇
〇
二
年
の
警
備
業
法
改
正
に
お
け
る
主
な
改
正
点
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
第
一
に
、
暴
力
団
員
に
よ
る

不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
暴
対
法
）
の
規
定
に
よ
る
一
定
の
命
令
等
を
受
け
た
者
が
欠
格
事
由
に
追
加
さ
れ
た
。
い
う
ま
で

も
な
く
、
社
会
的
な
信
頼
が
活
動
基
盤
と
し
て
き
わ
め
て
重
要
な
警
備
業
に
と
っ
て
、
暴
力
団
と
の
関
係
は
絶
対
に
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
（
九
五
〇
）
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い
。
そ
こ
で
、
一
九
八
二
年
の
改
正
に
お
い
て
、
警
備
業
者
お
よ
び
警
備
員
に
つ
い
て
は
、﹁
集
団
的
に
、
又
は
常
習
的
に
暴
力
的
不
法
行

為
そ
の
他
の
罪
に
当
た
る
違
法
な
行
為
で
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
も
の
を
行
う
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
に
足
り
る
相
当
な
理
由

が
あ
る
者
﹂
が
欠
格
事
由
と
し
て
定
め
ら
れ
た
（
三
条
四
号
）。
こ
の
規
定
に
よ
っ
て
、
形
式
的
に
は
、
暴
力
団
員
の
排
除
が
実
現
し
た
は

ず
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
、
暴
力
団
の
企
業
舎
弟
や
フ
ロ
ン
ト
企
業
が
、
警
備
業
を
経
営
す
る
例
が
残
っ
た
こ
と
か
ら
、
暴
力
団
対
策
の

強
化
の
一
環
と
し
て
、
警
備
業
法
に
お
い
て
も
、
暴
対
法
一
二
条
も
し
く
は
一
二
条
の
六
の
規
定
に
よ
る
命
令
ま
た
は
同
法
一
二
条
の
四
第

二
項
の
規
定
に
よ
る
指
示
を
受
け
た
者
で
あ
っ
て
、
当
該
命
令
ま
た
は
指
示
を
受
け
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
し
な
い
も
の
を
、
警

備
業
者
、
警
備
員
、
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
お
よ
び
警
備
業
務
管
理
者
の
欠
格
事
由
に
追
加
し
た
（
三
条
五
号
）。
こ
の
う
ち
、
①
﹁
暴

対
法
一
二
条
の
命
令
を
受
け
た
者
﹂
と
は
、
暴
力
団
員
に
暴
力
的
行
為
を
す
る
よ
う
に
依
頼
し
た
り
、
暴
力
団
員
に
よ
る
暴
力
的
要
求
行
為

を
そ
の
現
場
で
助
け
た
た
め
、
都
道
府
県
公
安
委
員
会
か
ら
再
発
防
止
命
令
や
中
止
命
令
を
受
け
た
者
を
い
う
。
②
﹁
暴
対
法
一
二
条
の
六

の
規
定
に
よ
る
命
令
を
受
け
た
者
﹂
と
は
、
同
法
一
二
条
の
五
で
禁
止
さ
れ
る
準
暴
力
的
要
求
行
為
を
行
っ
た
た
め
に
、
公
安
委
員
会
か
ら

中
止
命
令
や
再
発
防
止
命
令
を
受
け
た
者
を
い
う
。
③
﹁
暴
対
法
一
二
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
示
を
受
け
た
者
﹂
と
は
、
指
定
暴

力
団
等
の
暴
力
団
員
か
ら
準
暴
力
的
要
求
行
為
を
行
う
よ
う
に
求
め
ら
れ
た
者
の
う
ち
、
当
該
暴
力
団
員
と
、
も
と
も
と
密
接
な
関
係
を
有

す
る
こ
と
等
か
ら
そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
準
暴
力
的
要
求
行
為
を
行
い
か
ね
な
い
た
め
、
都
道
府
県
公
安
委
員
会
か
ら
そ
う
し
た
行
為
を
禁

じ
る
旨
の
指
示
を
受
け
た
者
を
い
う
。

　

第
二
に
、
い
わ
ゆ
る
﹁
黒
幕
﹂
に
欠
格
事
由
が
存
在
す
る
法
人
に
対
処
す
る
た
め
の
欠
格
事
由
の
追
加
が
行
わ
れ
た
。
従
来
よ
り
、
暴
力

団
員
な
ど
、
欠
格
事
由
を
有
す
る
者
が
役
員
で
あ
る
法
人
は
、
都
道
府
県
公
安
委
員
会
か
ら
警
備
業
者
と
し
て
認
定
さ
れ
ず
、
警
備
業
を
営

む
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
現
実
に
は
、
暴
力
団
員
が
役
員
に
は
な
っ
て
い
な
い
が
、
顧
問
や
相
談
役
な
ど
の
肩

書
き
で
実
質
的
な
影
響
力
を
及
ぼ
し
て
い
る
例
が
認
め
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
﹁
黒
幕
﹂
を
排
除
す
る
た
め
に
、﹁
役
員
﹂
の
範
囲

　
（
九
五
一
）
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に
見
直
し
が
施
さ
れ
、﹁
業
務
を
執
行
す
る
社
員
、
取
締
役
、
執
行
役
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
を
い
い
、
相
談
役
、
顧
問
そ
の
他
い
か
な

る
名
称
を
有
す
る
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
法
人
に
対
し
業
務
を
執
行
す
る
社
員
、
取
締
役
、
執
行
役
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
と
同
等
以

上
の
支
配
力
を
有
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
者
を
含
む
﹂
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
（
三
条
一
〇
号
）。

　

第
三
に
、
暴
力
団
が
事
業
活
動
に
支
配
的
影
響
力
を
及
ぼ
す
者
に
対
処
す
る
た
め
の
欠
格
事
由
の
追
加
で
あ
る
。
暴
力
団
員
が
、
規
制
を

免
れ
る
た
め
、
別
の
者
に
警
備
業
の
認
定
を
受
け
さ
せ
、
自
ら
は
随
時
、
社
外
か
ら
事
業
活
動
に
口
を
出
し
た
り
す
る
形
で
、
支
配
的
な
影

響
力
を
及
ぼ
す
例
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
新
た
に
、
暴
力
団
員
等
が
出
資
、
融
資
、
取
引
そ
の
他
の
関
係
を
通
じ
て
そ
の
事
業
活
動
に

支
配
的
影
響
力
を
有
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
法
人
の
場
合
も
含
め
て
、
警
備
業
を
営
め
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
（
三
条
一
一
号
）。

　

な
お
、
二
〇
〇
二
年
の
改
正
で
は
、
同
時
に
、
精
神
障
害
者
の
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
一
環
と
し
て
、
精
神
障
害
者
に
つ
い
て
の
欠

格
事
由
を
限
定
す
る
改
正
も
実
施
さ
れ
た
。

五　

二
〇
〇
四
年
改
正
の
概
要

　

⑴　

改
正
の
背
景　
　

ホ
ー
ム
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
シ
ス
テ
ム
も
一
般
家
庭
へ
普
及
し
、
銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
へ

の
導
入
に
と
も
な
う
現
金
輸
送
警
備
が
増
え
、
警
備
業
の
量
的
増
加
は
、
二
一
世
紀
を
迎
え
た
後
も
続
い
た
。
ま
た
、
一
九
九
〇
年
代
後
半

か
ら
の
﹁
治
安
情
勢
の
悪
化
﹂
や
テ
ロ
対
策
の
国
際
的
要
請
を
受
け
政
府
は
、
総
理
大
臣
が
主
宰
し
、
全
閣
僚
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
﹁
犯

罪
対
策
閣
僚
会
議
﹂
に
お
い
て
、
二
〇
〇
三
（
平
成
一
五
）
年
一
二
月
に
、﹁
犯
罪
に
強
い
社
会
の
実
現
の
た
め
の
行
動
計
画
﹂
が
策
定
さ

れ
た
が
、
そ
の
中
で
、﹁
社
会
安
全
産
業
﹂
と
し
て
の
警
備
業
の
育
成
と
活
用
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
警
備
業
が
﹁
国
民
の
自
主
防
犯
活
動
を

補
完
ま
た
は
代
行
す
る
重
要
な
役
割
﹂
を
担
っ
て
い
る
こ
と
が
正
面
か
ら
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る（

49
）。

ま
た
、
二
〇
〇
一
（
平
成
一
三
）
年
七

月
の
兵
庫
県
明
石
市
の
市
民
夏
祭
り
花
火
大
会
に
お
け
る
歩
道
橋
事
故
な
ど
を
通
じ
て
、
警
備
業
の
適
正
な
実
施
を
求
め
る
声
も
高
ま
り
を

　
（
九
五
二
）
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見
せ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
る
警
備
業
に
対
す
る
苦
情
も
、
急
増
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
二
〇
〇
四
（
平
成

一
六
）
年
に
、
警
備
員
の
知
識
・
能
力
の
向
上
と
警
備
業
務
依
頼
者
の
保
護
を
柱
と
し
た
警
備
業
法
の
改
正
が
行
わ
れ
た（

50
）。

　

⑵　

改
正
の
概
要　
　

二
〇
〇
四
（
平
成
一
六
）
年
の
警
備
業
法
改
正
に
お
け
る
主
な
改
正
ポ
イ
ン
ト
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
第

一
に
、
警
備
業
務
の
区
分
に
応
じ
た
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
の
選
任
の
義
務
付
け
で
あ
る
。
従
来
、
警
備
業
務
の
指
導
教
育
は
、
営
業
所

単
位
で
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
を
選
任
し
、
実
施
す
る
よ
う
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
二
〇
〇
一
年
七
月
の
兵
庫
県
明
石

市
の
市
民
夏
祭
り
花
火
大
会
に
お
け
る
雑
踏
事
故
な
ど
、
警
備
業
へ
の
社
会
の
信
頼
を
損
な
う
ケ
ー
ス
が
発
生
し
、
ま
た
警
備
員
の
非
行
事

例
や
警
備
業
者
に
対
す
る
行
政
処
分
事
例
も
増
加
傾
向
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
指
導
教
育
制
度
の
具
体
化
・
個
別
化
に
よ
る
充
実
を
目

指
し
、
営
業
所
ご
と
お
よ
び
営
業
所
に
お
い
て
取
り
扱
う
警
備
業
務
ご
と
に
、
区
分
に
応
じ
た
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
資
格
証
の
交
付
を

受
け
て
い
る
者
か
ら
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
を
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
（
二
二
条
一
項
）。

　

ま
た
、
警
備
業
務
の
適
正
な
実
施
に
は
、
従
来
以
上
に
、
警
備
員
ら
に
、
自
ら
が
従
事
す
る
業
務
に
関
す
る
専
門
的
知
識
・
能
力
を
備
え

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
警
備
員
を
指
導
・
教
育
す
る
立
場
の
者
が
、
最
新
の
関
連
情
報
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
警
備
業
者
が
、
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
に
、
都
道
府
県
公
安
委
員
会
が
実
施
す
る
定
期
的
な
講
習
会
の
受
講
さ
せ

る
よ
う
に
義
務
付
け
ら
れ
た
。

　

第
二
に
、
警
備
業
の
中
に
は
、
空
港
で
の
保
安
警
備
の
よ
う
に
、
警
備
の
重
要
性
が
高
く
、
そ
の
適
正
な
実
施
に
専
門
的
知
識
や
能
力
が

必
要
な
も
の
が
増
加
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
、
不
特
定
多
数
の
生
命
、
身
体
ま
た
は
財
産
に
危
険
を
生
ず
る
お
そ

れ
が
あ
る
も
の
と
し
て
、
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
一
定
の
種
別
の
警
備
業
務
を
行
う
と
き
、
警
備
業
者
は
、
当
該
種
別
の
検
定
に

つ
い
て
合
格
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
警
備
員
に
、
そ
の
業
務
を
実
施
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
（
一
八
条
）。

ま
た
、
こ
の
機
会
に
、
都
道
府
県
公
安
委
員
会
が
実
施
す
る
警
備
業
務
に
関
す
る
検
定
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
見
直
し
が
図
ら
れ
た
。

　
（
九
五
三
）
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第
三
に
、
警
備
業
務
の
依
頼
者
を
保
護
す
る
た
め
の
手
当
て
が
講
じ
ら
れ
た
。
警
備
業
の
普
及
に
比
例
し
て
、
警
備
業
務
の
依
頼
者
か
ら

の
苦
情
な
ど
が
増
加
し
て
い
た（

51
）。

そ
こ
で
、
依
頼
者
の
保
護
の
た
め
に
、
契
約
の
前
後
で
、
依
頼
者
に
対
し
て
一
定
の
事
項
に
つ
い
て
記
載

し
た
書
面
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
、契
約
の
透
明
化
が
図
ら
れ
た
（
一
九
条
）。
ま
た
、警
備
業
務
の
適
正
化
の
観
点
か
ら
、

警
備
業
者
に
対
し
て
、
依
頼
者
か
ら
の
苦
情
の
解
決
に
努
め
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
（
二
〇
条
）。

　

な
お
、
こ
の
と
き
の
改
正
で
は
、
警
備
業
者
の
感
銘
力
を
確
保
す
る
た
め
、
同
法
の
罰
則
の
引
き
上
げ
も
実
施
さ
れ
た
。

四
　
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
課
題
と
展
望

一　

わ
が
国
の
警
備
業
が
抱
え
る
今
日
的
な
課
題

　

今
日
、
わ
が
国
の
警
備
業
の
業
務
内
容
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
今
や
、
社
会
の
安
全
維
持
の
た
め
に
必
要
不
可
欠
の
存
在
と
な
っ
た

と
い
え
よ
う
。
と
こ
ろ
が
、
警
備
業
は
、
自
ら
の
存
在
意
義
を
根
底
か
ら
覆
し
か
ね
な
い
い
く
つ
か
の
問
題
を
抱
え
て
い
る（

52
）。

　

⑴　

過
当
競
争
対
策
と
契
約
者
の
保
護　
　

第
一
に
、
業
者
間
の
過
当
競
争
に
よ
る
業
務
の
劣
化
が
危
惧
さ
れ
る
。
当
然
の
こ
と
で
あ
る

が
、
営
利
企
業
で
あ
る
警
備
業
者
は
、
業
務
に
従
事
す
る
た
め
に
は
、
受
注
競
争
に
勝
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
警
備
業
者
の
増

加
に
よ
り
、
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
結
果
、
受
注
競
争
が
激
し
さ
を
増
し
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
が
行
わ
れ
る
例
も
少
な
く
な
い
と
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
過
当
競
争
の
ツ
ケ
が
、
警
備
業
務
の
劣
化
に
つ
な
が
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
こ
う
し
た
事
態
を
放
置
す

れ
ば
、
警
備
業
へ
の
社
会
の
信
頼
は
瞬
く
間
に
失
墜
す
る
こ
と
に
な
る（

53
）。

か
と
い
っ
て
、
監
督
官
庁
を
始
め
と
す
る
公
的
機
関
が
自
由
競
争

に
過
度
に
介
入
す
る
の
は
、
時
代
錯
誤
で
あ
ろ
う
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
警
備
業
者
の
自
主
的
な
規
制
に
加
え
て
、
依
頼
者
サ
イ
ド
の

保
護
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
消
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　
（
九
五
四
）
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依
頼
者
サ
イ
ド
の
保
護
に
つ
い
て
は
、
警
備
業
法
の
二
〇
〇
四
年
改
正
に
よ
っ
て
、
契
約
に
際
し
て
警
備
業
者
に
一
定
の
義
務
が
定
め
ら

れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
、
警
備
業
者
と
依
頼
者
の
間
の
契
約
上
の
ト
ラ
ブ
ル
は
完
全
に
は
解
消
で
き
て
い
な
い
の
が
実
情
の
よ
う
で
あ

る
。
業
務
の
性
質
上
、
警
備
業
者
に
と
っ
て
依
頼
者
か
ら
の
信
頼
が
何
よ
り
も
重
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
れ
を
損
な
う
よ

う
な
事
例
の
頻
発
は
、
警
備
業
へ
の
信
頼
を
大
き
く
揺
る
が
す
危
険
を
は
ら
ん
で
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
具
体
的
に
は
、
①
契
約
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
制
定
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
の
削
減
、
さ
ら
に
②
損
害
賠
償
の
た
め
の
引
当
金
の
積
立
て
制
度
の
導
入
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ

た
依
頼
者
へ
の
事
後
的
補
償
の
充
実
な
ど
に
つ
い
て
業
界
団
体
に
よ
る
自
主
規
制
と
と
も
に
、
法
的
規
制
の
強
化
も
検
討
を
要
す
る（

54
）。

　

⑵　
「
公
」
と
「
私
」
の
間
で
の
バ
ラ
ン
ス　
　

第
二
に
、警
備
業
者
の
﹁
公
﹂
と
﹁
私
﹂
の
間
で
の
立
ち
位
置
の
困
難
さ
が
増
し
て
い
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
近
時
、
警
備
業
者
に
は
、﹁
警
察
に
よ
る
防
犯
活
動
の
補
完
﹂
と
い
う
公
的
な
役
割
と
﹁
国
民
の
自
主
防
犯
活
動
の
補

完
ま
た
は
代
行
﹂
と
い
う
私
的
な
役
割
の
両
方
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
二
つ
の
役
割
は
、
時
に
は
衝
突
す
る
可
能
性
を
も

つ
。
ま
た
、
公
的
な
役
割
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
、
警
備
業
の
﹁
業
務
の
中
に
は
国
家
政
策
や
治
安
維
持
の
見
地
か
ら
き
わ
め
て
重
要
度
の

高
い
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
特
別
の
警
備
業
と
し
て
よ
り
厳
重
な
要
件
に
よ
る
認
定
制
を
採
用
し
、
よ
り
強
化
さ
れ
た
規
制
と
一
定

の
権
限
と
特
典
を
付
与
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
よ
い（

55
）﹂

と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
な
る
ほ
ど
、
公
的
な
役
割
を
担
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ

れ
に
見
合
う
だ
け
の
資
質
を
有
す
る
者
を
厳
選
す
る
一
方
、
厳
選
さ
れ
た
者
に
特
別
の
権
限
を
付
与
す
る
こ
と
は
必
要
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、
そ
う
し
た
方
向
性
が
過
度
に
進
め
ば
、
警
備
業
者
が
有
し
て
い
た
民
間
企
業
と
し
て
の
特
性
が
薄
れ
、
単
に
﹁
第
二
警
察
﹂
を
作
る

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
。
そ
う
し
た
事
態
を
招
か
な
い
た
め
に
は
、
警
備
業
者
は
、
民
間
企
業
と
し
て
の
長
所
を
失
わ
な
い
範
囲

で
、
公
的
な
役
割
を
負
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

⑶　

警
察
と
の
関
係　
　

第
三
に
、
警
察
と
警
備
業
の
関
係
の
在
り
方
が
問
い
直
さ
れ
て
い
る
。
警
備
業
の
社
会
的
な
信
頼
を
維
持
す
る

た
め
、
警
備
業
の
監
督
官
庁
と
し
て
の
警
察
庁
も
、
警
備
業
者
へ
の
適
切
な
指
導
監
督
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い（

56
）。

警

　
（
九
五
五
）
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備
業
法
一
三
条
に
定
め
ら
れ
て
い
る
警
備
業
者
の
営
業
所
等
へ
の
立
入
検
査
、
報
告
や
資
料
の
提
出
請
求
、
書
類
等
の
検
査
と
い
っ
た
警
察

職
員
に
認
め
ら
れ
た
権
限
を
適
正
に
行
使
し
、
同
法
違
反
に
対
し
て
は
、
一
四
条
以
下
の
規
定
す
る
行
政
処
分
を
課
す
な
ど
し
て
、
実
質
的

な
監
督
を
行
う
こ
と
が
望
ま
れ
よ
う
。

　
他
方
、
複
雑
化
・
多
様
化
が
す
す
む
今
日
の
わ
が
国
に
お
い
て
、
防
犯
を
含
め
て
、
社
会
安
全
の
維
持
の
た
め
、
警
察
が
取
り
組
む
べ
き

課
題
は
増
加
し
続
け
て
い
る
。
警
察
活
動
の
効
率
化
を
図
り
、
効
果
を
高
め
る
た
め
に
は
、﹁
専
門
化
、
高
度
化
、
重
点
指
向
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
業
務
の
見
直
し
削
減
を
図
る（

57
）﹂

動
き
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
た
と
え
ば
、
駅
や
空
港
、
大
型
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
や
リ
ゾ
ー
ト
施
設
な
ど
、
公
共
性
を
兼
ね
備
え
た
私
的
空
間
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
警
察
業
務
の
見
直
し
は
す
す
ん
で
お
り
、

警
備
業
者
に
よ
る
警
備
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
警
察
が
ま
か
な
い
き
れ
な
い
領
域
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
警
備
業
が
果
た
す
役
割

が
一
層
増
す
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
こ
で
も
、
前
述
し
た
よ
う
に
、﹁
警
備
業
の
警
察
化
﹂
と
い
う
問
題
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

こ
う
し
た
問
題
を
回
避
す
る
た
め
に
は
、
警
備
業
に
よ
る
警
察
の
補
完
・
利
用
と
い
う
関
係
か
ら
脱
却
し
、
社
会
の
安
全
を
守
る
た
め
に
、

両
者
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
有
機
的
連
携
を
図
り
、
真
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
築
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る（

58
）。

二　

警
備
業
の
展
望

　

⑴　

業
務
の
専
門
化　
　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
警
備
業
は
、
そ
の
重
要
性
を
増
し
つ
つ
あ
る
が
、
警
備
業
者
や
警
備
員
の
数

も
増
加
し
て
お
り
、
全
体
的
に
見
れ
ば
、
飽
和
状
態
に
あ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
前
述
し
た
よ
う
な
過
当
競
争
に
陥
ら
な
い

た
め
、
各
警
備
業
者
は
、
自
ら
の
業
務
の
質
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
そ
の
た
め
に
、
二
〇
〇
四
年
改
正
で
新
た
に
導
入

さ
れ
た
警
備
員
の
指
導
・
教
育
の
た
め
の
制
度
を
、﹁
依
頼
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
の
最
低
限
の
知
識
や
技
能
の
確
保
﹂
と
い
う
消

極
的
な
意
義
を
超
え
て
、﹁
警
備
業
の
遂
行
に
有
益
な
知
識
や
技
能
の
一
層
の
向
上
﹂
と
い
う
積
極
的
な
意
味
合
い
で
活
用
し
て
い
く
こ
と

　
（
九
五
六
）
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が
期
待
さ
れ
よ
う
。
さ
ら
に
、
特
殊
な
知
識
や
技
能
を
要
す
る
場
面
で
の
警
備
を
担
う
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
養
成
し
、
付
加
価
値
を
つ
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
同
業
者
と
の
差
別
化
を
図
る
警
備
業
者
も
今
後
増
え
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

⑵　

業
務
の
拡
大　
　

過
当
競
争
を
回
避
す
る
も
う
一
つ
の
手
立
て
と
し
て
、
駐
車
監
視
員
業
務
や
Ｐ
Ｆ
Ｉ
刑
務
所
な
ど
、
周
辺
的
な
領

域
に
、
業
務
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
業
務
に
お
い
て
も
、
警
備
業
で
の
培
っ
た
経
験
は
無
駄
に
は
な
ら
な
い
で

あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
業
務
の
拡
大
に
つ
い
て
付
言
す
る
と
、
国
際
的
に
見
れ
ば
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・

ミ
リ
タ
リ
ー
と
近
い
存
在
で
あ
る
こ
と
が
あ
り
、
実
際
に
戦
場
で
活
動
す
る
例
も
少
な
く
な
い
。
わ
が
国
の
警
備
業
者
が
、
今
す
ぐ
戦
場
で

活
動
す
る
こ
と
は
想
像
し
に
く
い
が
、
自
衛
隊
の
行
っ
て
い
る
災
害
救
助
活
動
や
Ｐ
Ｋ
Ｏ
活
動
、
海
上
保
安
庁
が
行
っ
て
い
る
海
上
巡
視
活

動
な
ど
、
警
察
以
外
の
公
的
機
関
の
活
動
を
補
完
す
る
役
割
は
想
定
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い（

59
）。

そ
う
し
た
可
能
性
が
現
実
の
も
の
と
な
る

際
に
は
、
一
層
の
法
整
備
が
必
要
と
な
ろ
う
。

む
　
す
　
び

　

わ
が
国
の
犯
罪
予
防
の
領
域
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
警
備
業
者
な
ど
警
察
以
外
の
担
い
手
の
役
割
が
一
定
の
位
置
を
占
め
て
き
た
。
そ

の
意
味
で
は
、
犯
罪
予
防
が
警
察
の
独
占
的
な
役
割
で
あ
っ
た
と
い
う
理
解
は
幻
想
に
過
ぎ
ず
、
こ
れ
ま
で
も
﹁
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
中
央
集

権
化（

60
）﹂

状
態
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
今
ほ
ど
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
重
要
性
が
際
立
つ
時
代
も
な
か
っ
た
の

も
確
か
で
あ
る
。
し
か
も
、
警
察
に
比
し
て
量
の
面
で
圧
倒
的
に
優
位
な
状
況
は
景
気
に
よ
り
多
少
影
響
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
こ
れ

か
ら
も
し
ば
ら
く
の
間
、
大
き
く
変
わ
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は
、
間
違
い
な
く
、
今
後
も
、
わ
が

国
の
犯
罪
予
防
の
一
翼
を
担
っ
て
い
く
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
（
九
五
七
）
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だ
が
、
そ
う
し
た
現
状
だ
か
ら
こ
そ
、
警
備
業
に
対
す
る
幻
想
に
も
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
警
備
業
者
は
、
あ
く

ま
で
雇
い
主
の
利
益
を
図
る
存
在
で
あ
っ
て
、
公
益
（
社
会
全
体
の
安
全
）
を
追
求
す
る
立
場
に
な
い
。
ま
た
、
逮
捕
や
武
器
携
帯
に
つ
い

て
特
別
な
権
限
も
付
与
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
は
、
業
務
上
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
場
合
に
、
依
頼
者
に
十
分
な
賠
償
が
な
さ
れ
る
と
も
限

ら
な
い（

61
）。

警
備
業
の
適
切
な
活
用
の
た
め
に
は
、わ
れ
わ
れ
が
こ
う
し
た
警
備
業
の
限
界
を
正
し
く
理
解
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
と
な
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
現
実
の
警
備
業
の
質
・
量
の
両
面
で
の
発
展
に
比
較
し
て
、
警
備
業
に
関
す
る
研
究
面
の
蓄
積
が
欠
け
て
き
た
点
は
否
定
で
き

な
い
。
こ
れ
ま
で
に
も
、
財
団
法
人
社
会
安
全
研
究
財
団
や
財
団
法
人
都
市
防
犯
セ
ン
タ
ー
の
活
動
、
警
備
業
の
所
管
官
庁
と
し
て
の
警
察

庁
の
調
査
・
研
究
な
ど
は
散
見
さ
れ
た
が
、
現
代
社
会
に
お
け
る
警
備
業
の
占
め
る
位
置
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
な
お
不
十
分
と
評
価
せ
ざ
る
を

得
な
い
。
こ
う
し
た
研
究
の
不
足
は
、
警
備
業
の
あ
り
方
を
評
価
す
る
際
の
基
準
の
欠
如
と
い
う
形
で
も
現
れ
て
い
る
。
は
た
し
て
、
警
備

業
は
、
社
会
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
い
か
な
る
業
務
を
実
施
す
べ
き
な
の
か
、
あ
る
い
は
い
か
な
る
業
務
ま
で
許
さ
れ
る
の
か
。
こ
う

し
た
点
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
警
備
業
の
本
質
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
の
考
察
が
必
要
で
あ
ろ

う
。
今
後
、
警
備
業
の
一
層
の
発
展
に
は
、
こ
う
し
た
理
論
面
を
含
め
た
警
備
業
の
研
究
が
必
要
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る（

62
）。

（
1
）　

犯
罪
予
防
時
代
を
出
現
さ
せ
た
犯
罪
学
の
動
向
に
つ
い
て
、
瀬
川
晃
﹃
犯
罪
学
﹄（
成
文
堂
、
一
九
九
八
）
一
二
六
頁
以
下
。

（
2
）　

P
hilip K

. D
ick, T

h
e M

in
ority R

ep
ort 

（2000

）, at pp. 2

―3.　
﹃
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
・
リ
ポ
ー
ト
﹄
の
邦
訳
と
し
て
は
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
Ｋ
・
デ
ィ
ッ
ク
（
浅

倉
久
志
訳
）﹃
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
・
リ
ポ
ー
ト
﹄（
早
川
書
房
、
一
九
九
九
）
九
頁
以
下
が
あ
る
。

（
3
）　

L
ucia Z

edner, C
rim

in
a

l Ju
stice 

（2004

）, at pp.283

―306.

（
4
）　

わ
が
国
に
お
い
て
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
台
頭
に
い
ち
早
く
着
眼
し
た
先
駆
的
な
業
績
と
し
て
、
Ｗ
・
カ
ニ
ン
ガ
ム
ほ
か
（
伊
藤
康
一
郎
訳
）﹃
民

間
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
動
向
﹄（
㈶
都
市
防
犯
研
究
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
一
）
が
あ
る
。
本
書
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
ホ
ー
ル
ク
レ
ス
ト
・
シ
ス
テ
ム
ズ
社
が
、
連
邦

司
法
省
全
米
司
法
研
究
所
の
助
成
を
受
け
て
一
九
八
九
年
か
ら
一
九
九
〇
年
に
か
け
て
実
施
し
た
調
査
に
基
づ
き
、
同
国
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
実

態
を
多
角
的
に
分
析
し
、
そ
の
現
状
と
課
題
を
論
じ
た
報
告
書
﹃
ホ
ー
ル
ク
レ
ス
ト
・
リ
ポ
ー
ト
Ⅱ
﹄（W

illiam
 C

. C
unningham

, John J. Strauchs and C
lifford 

　
（
九
五
八
）
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W
. V

an M
eter, P

rivate Security T
rends 1970 to 2000: T

he H
allcrest R

eport II, 1990.

）
を
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
先
立
っ
て
一
九
八
五

年
に
公
刊
さ
れ
た
報
告
書
﹃
ホ
ー
ル
ク
レ
ス
ト
・
リ
ポ
ー
ト
﹄（W

illiam
 C

. C
unningham

, and T. H
. T

aylor, T
he H

allcrest R
eport: P

rivate Security and 

P
olicein A

m
erica, 1985.

）
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
―
研
究
の
必
読
文
献
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

（
5
）　

M
ahesh K

. N
alla, “P

olice: P
rivate P

olice and Industrial Security ”, in E
n

cyclop
ed

ia
 of C

rim
e a

n
d

 Ju
stice 

（Joshua D
ressler et al. eds., 2d 

ed., 2002
）, 1108, at p. 1108; C

liford Shearing &
 Julie B

erg, “P
rivate P

olicing ”, in T
h

e E
n

cyclop
ed

ia
 of P

olice S
cien

ce 

（Jack R
. G

reene ed., 

3rd ed., 2007
）, 1047, at p. 1047; F

rank Schm
alleger, C

rim
in

a
l Ju

stice Tod
a

y: A
n

 In
trod

u
ctory Tex

t for th
e 21st C

en
tu

ry 

（11th ed., 2009

）, 

at pp. 168

―174.

（
6
）　

U
 S. N

ational A
dvisory C

om
m

ittee on C
rim

inal Justice Standards and G
oals. T

ask F
orce on P

rivate Security,  P
riva

te S
ecu

rity: R
ep

ort of 

th
e Ta

sk F
orce on

 P
riva

te S
ecu

rity 

（1976

）, at p.4.

（
7
）　

G
ion G

reen, In
trod

u
ction

 to S
ecu

rity 

（2d ed., 1981

）, at p. 25.

（
8
）　

K
aren M

. H
ess, In

trod
u

ction
 to P

riva
te S

ecu
rity 

（5th 2008

）, at p.3.

（
9
）　

警
備
業
に
関
す
る
体
系
書
と
し
て
、
深
澤
賢
治
﹃
警
備
保
障
の
す
べ
て
﹄（
東
洋
経
済
新
報
社
、
第
三
版
、
二
〇
〇
三
）
が
あ
る
。
ま
た
、
刑
事
政
策
の
観
点
か
ら
、

わ
が
国
の
警
備
業
の
役
割
の
変
化
と
そ
の
重
要
性
を
一
〇
年
前
に
言
及
し
て
い
た
の
が
、
宮
澤
浩
一
博
士
で
あ
る
（
宮
澤
浩
一
﹁﹃
危
険
社
会
﹄
と
警
備
業
の
課
題
﹂

SE
C

U
R

IT
Y T

IM
E

二
〇
〇
一
年
五
月
号
︹
二
〇
〇
一
︺
八
―

一
五
頁
、
同
﹁
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
刑
事
政
策
の
新
動
向
﹂
捜
査
研
究
五
〇
巻
七
号
︹
二
〇
〇
一
︺

五
〇
―

五
二
頁
、
同
﹁
ド
イ
ツ
警
備
業
法
研
究
の
最
前
線
か
ら
学
ぶ
﹂SE

C
U

R
IT

Y T
IM

E

三
〇
〇
号
︹
二
〇
〇
四
︺
一
六
―

二
三
頁
。
な
お
、
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
ク
ー
ベ

（
宮
澤
浩
一
訳
）﹁
ド
イ
ツ
に
お
け
る
警
備
業
﹂
治
安
フ
ォ
ー
ラ
ム
七
巻
九
号
︹
二
〇
〇
一
︺
五
一
―

六
〇
頁
も
参
照
）。
さ
ら
に
、
わ
が
国
の
警
備
業
に
つ
い
て
社
会
学

の
視
点
か
ら
論
じ
た
近
著
と
し
て
、
田
中
智
仁
﹃
警
備
業
の
社
会
学
﹄（
明
石
出
版
、
二
〇
〇
九
）
が
あ
る
。

（
10
）　

富
沢
霊
岸
﹃
封
建
制
と
王
政
﹄（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
六
八
）
一
六
九
―

一
七
〇
頁
、
同
﹃
イ
ギ
リ
ス
中
世
国
政
史
の
研
究
﹄（
関
西
大
学
出
版
、
一
九
七
八
）
二

二
頁
。

（
11
）　

H
ess, op

. cit 

（n. 8

）, at p. 6.　

ま
た
、
ジ
ョ
ン
・
ブ
リ
ッ
グ
ス
ほ
か
（
吉
村
伸
夫
訳
）﹃
犯
罪
・
刑
罰
・
社
会
﹄（
松
柏
社
、
改
訂
版
、
二
〇
〇
三
）
一
六
頁
。

（
12
）　

H
ess, op

. cit 

（n. 8

）, at p. 8.

（
13
）　

H
ess, op

. cit 

（n. 8

）, at p. 7. S
ee a

lso, Jerom
e H

all, T
h

eft, L
a

w
 a

n
d

 S
ociety 

（2d ed., 1952

）, at p. 166.

（
14
）　

Jerom
e H

all, “L
egal and Social A

spects of A
rrest w

ithout a W
arrant ”, 

（1936
） 49 H

arv. L
. R

ev. 566, at pp. 579

―80.　
（
九
五
九
）
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（
15
）　

Steven Spitzer &
 A

ndrew
 T. Scull, “P

rivatization and C
apitalist D

evelopm
ent: T

he C
ase of the P

rivate P
olice, 

（1977

） 25 Soc. P
robs. 18, at 

19; T
hom

as A
. C

ritchley,  A
 H

istory of P
olice in

 E
n

gla
n

d
 a

n
d

 W
a

les 900

―1966 

（1967

）, at pp.6

―7.
（
16
）　

H
ess, op

. cit 

（n. 8

）, at p. 8.

（
17
）　

H
ess, op

. cit 

（n. 8

）, at pp. 10

―11. 

（
18
）　

H
ess, op

. cit 

（n. 8

）, at p. 11.

（
19
）　

H
ess, op

. cit 
（n. 8

）, at pp. 13

―15. 

な
お
、
柳
本
正
春
﹃
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
罪
と
罰
﹄（
成
文
堂
、
一
九
八
九
）
一
三
二
―

一
三
三
頁
も
参
照
。

（
20
）　

L
aw

rence M
. F

riedm
an, C

rim
e a

n
d

 P
u

n
ish

m
en

t in
 A

m
erica

n
 H

istory 

（1993

）, at p.29.

（
21
）　

H
ess, op

. cit 

（n. 8
）, at p. 16.

（
22
）　

ピ
ン
カ
ー
ト
ン
探
偵
社
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
警
備
業
の
草
創
期
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
上
野
治
男
﹃
米
国
の
警
察
﹄（
良
書
普
及
会
、
一
九
八
一
）
三
一
六

頁
以
下
、
久
田
俊
夫
﹁
ピ
ン
カ
ー
ト
ン
探
偵
社
﹂
経
済
経
営
論
集
六
巻
一
号
（
一
九
九
八
）
五
五
頁
以
下
、
同
﹃
ピ
ン
カ
ー
ト
ン
探
偵
社
の
謎
﹄（
中
央
公
論
社
、
一

九
九
八
）
一
七
〇
頁
以
下
な
ど
を
参
照
。

（
23
）　

D
avid A

. Sklansky, “T
he P

rivate P
olice ”, 

（1999

） 46 U
C

L
A

 L
. R

ev. 1165, at pp. 1212

―17.

（
24
）　

Shaw
n R

eese, “T
he U

.S. Secret Service: A
n E

xam
ination and A

nalysis of Its E
volving M

issions ” 

（2009

）Congressional R
esearch Service 7

―

5700, at pp.5

―11.

（
25
）　

Ibid
., at pp.1217

―21.

（
26
）　

Joseph J. Senna and L
arry J. Siegel, Introduction to C

rim
inal Justice 

（9th ed., 2002

）, at p. 169.

（
27
）　

B
rian F

orst, “T
he P

rivatization and C
ivilianization of P

olicing ”, 

（2000

） 2 C
rim

in
a

l Ju
stice 2000, 19 at p. 24.

（
28
）　

社
団
法
人
全
国
警
備
業
協
会
﹃
イ
ギ
リ
ス
の
警
備
業
﹄（
社
団
法
人
全
国
警
備
業
協
会
、
二
〇
〇
三
）
一
一
二
頁
以
下
。

（
29
）　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
お
よ
び
イ
ギ
リ
ス
の
警
備
業
の
発
展
史
に
つ
い
て
は
、 H

ess, op
. cit 

（n. 8

）, at pp. 9

―15.

（
30
）　

鈴
木
康
弘
﹁
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
テ
レ
ビ
が
起
爆
剤
・
日
本
の
警
備
産
業
﹃
四
五
年
の
奇
跡
﹄﹂
週
刊
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
九
五
巻
四
七
号
（
二
〇
〇
七
）
五
二
頁
。

（
31
）　

当
時
の
後
藤
田
正
晴
警
察
庁
長
官
は
、
警
備
業
法
案
の
審
議
の
際
、
国
会
に
お
い
て
政
府
委
員
と
し
て
答
弁
に
当
た
り
、﹁
警
備
業
を
﹃
必
要
悪
﹄
と
し
、﹃
私
は

こ
の
種
の
も
の
が
続
出
す
る
こ
と
が
好
ま
し
い
状
況
で
あ
る
と
は
考
え
な
い
﹄
と
言
い
放
っ
た
﹂
と
さ
れ
る
（
鈴
木
・
前
掲
注
（
30
）
五
四
頁
）。

（
32
）　

平
原
恭
隆
﹁
警
備
業
と
警
察
の
今
後
﹂
警
察
学
論
集
四
九
巻
五
号
（
一
九
九
六
）
二
六
頁
。

　
（
九
六
〇
）
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（
33
）　

警
察
庁
﹃
平
成
二
一
年
警
察
白
書
﹄（
警
察
庁
、
二
〇
〇
九
）
九
九
頁
。

（
34
）　

全
国
警
備
業
協
会
編
﹃
警
備
業
法
の
解
説
﹄（
全
国
警
備
業
協
会
、
第
一
一
訂
版
、
二
〇
〇
七
）
二
頁
。

（
35
）　

保
安
警
備
を
雑
踏
警
備
に
含
め
る
も
の
と
し
て
、
深
澤
・
前
掲
注
（
9
）
三
頁
以
下
。

（
36
）　

P
resident ’s C

om
m

ission on L
aw

 E
nforcem

ent and the A
dm

inistration of Justice, “T
ask F

orce R
eport: T

he P
olice ” 

（1976

）, in T
h

e A
m

biva
len

t 

F
orce: P

ersp
ectives on

 th
e P

olice 

（A
. N

iederhoffer &
 A

. S. B
lum

berg eds.,1976

）, at pp.23

―39.

（
37
）　

Jay Z
um

brun, “P
rivate P

olice and G
uards ”, in C

rim
in

a
l Ju

stice 

（P
hyllis B

. G
erstenfeld ed., 2006

）, 868, at p. 869.

（
38
）　

H
ess, op

. cit 
（n. 8

）, at p. 8.

（
39
）　

Z
um

brun,  op
. cit 

（n. 37

）, at p.109.

（
40
）　

P
rivate Security Industry A

ct 2001.

（
41
）　

Jaap D
e W

aard, “T
he P

rivate Security Industry in International P
erspective ”, 

（1999

） 7 E
uropean Journal on C

rim
inal P

olicy and R
esearch, 

143 at pp. 147

―172.

（
42
）　

Z
um

brun,  op
. cit 

（n.25

）, at pp.109
―11.

（
43
）　

奥
秋
為
公
﹁
警
備
業
法
の
概
要
﹂
時
の
法
令
八
〇
七
号
（
一
九
七
二
）
四
頁
以
下
、
谷
安
司
﹁
警
備
業
法
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
﹂
警
察
学
論
集
二
六
巻
一

号
（
一
九
七
三
）
五
二
頁
以
下
。

（
44
）　

奥
秋
・
前
掲
注
（
43
）
五
頁
。

（
45
）　

成
田
頼
明
﹁
警
備
業
の
法
的
性
格
と
そ
の
治
安
政
策
へ
の
位
置
づ
け
﹂
警
察
政
策
八
巻
（
二
〇
〇
六
）
二
一
頁
。

（
46
）　

成
田
・
前
掲
注
（
45
）
二
一
頁
。

（
47
）　

一
九
八
二
年
の
警
備
法
改
正
に
つ
い
て
は
、
小
林
幸
二
﹁
警
備
業
法
の
一
部
改
正
﹂
警
察
学
論
集
三
五
巻
九
号
（
一
九
八
二
）
一
二
八
頁
以
下
、
篠
原
寛
﹁
認
定

制
の
導
入
、
指
導
・
教
育
体
制
の
充
実
、
機
械
警
備
業
に
関
す
る
規
定
の
新
設
等
の
全
面
的
な
改
正
﹂
時
の
法
令
一
一
七
二
号
（
一
九
八
三
）
一
二
頁
以
下
を
参
照
。

（
48
）　

二
〇
〇
二
年
の
警
備
業
法
改
正
に
つ
い
て
は
、
岩
田
康
弘
﹁
警
備
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
つ
い
て
﹂
警
察
学
論
集
五
六
巻
五
号
（
二
〇
〇
三
）
一
九
頁

以
下
、
同
﹁
警
備
業
法
の
一
部
改
正
﹂
警
察
公
論
五
八
巻
七
号
（
二
〇
〇
三
）
一
九
頁
以
下
を
参
照
。
ま
た
、
こ
れ
に
先
立
つ
一
九
九
六
（
平
成
八
）
年
に
、
警
備

員
の
資
質
向
上
の
た
め
、
①
警
備
員
の
教
育
を
担
当
す
る
者
を
明
確
に
規
定
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
る
教
育
担
当
者
の
レ
ベ
ル
確
保
と
②
す
で
に
必
要
な
知
識
・
経
験

を
有
す
る
検
定
合
格
者
ら
へ
の
教
育
義
務
を
緩
和
す
る
こ
と
に
よ
る
教
育
制
度
の
充
実
と
簡
素
合
理
化
を
図
る
警
備
業
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
が
行
わ
れ
て
い
る

　
（
九
六
一
）
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テ
ィ
の
発
展
と
わ
が
国
の
警
備
業

�

三
四

同
志
社
法
学　

六
二
巻
四
号

（
鈴
木
達
也
﹁
警
備
業
方
施
行
規
則
等
の
一
部
改
正
﹂
警
察
公
論
五
二
巻
三
号
︹
一
九
九
七
︺
二
四
頁
以
下
）。

（
49
）　

成
田
・
前
掲
注
（
45
）
二
四
頁
。

（
50
）　

二
〇
〇
四
年
の
警
備
業
法
改
正
に
つ
い
て
は
、
杉
本
伸
正
﹁﹃
警
備
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
﹄
に
つ
い
て
﹂
警
察
学
論
集
五
七
巻
八
号
（
二
〇
〇
四
）
一
頁

以
下
、
高
岩
直
樹
﹁
警
備
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
﹂
警
察
公
論
五
九
巻
一
〇
号
（
二
〇
〇
四
）
三
二
頁
以
下
、
同
﹁
警
備
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に

つ
い
て
（
前
）・（
後
）﹂
捜
査
研
究
六
三
五
号
（
二
〇
〇
四
）
五
二
頁
以
下
、
六
三
六
号
（
二
〇
〇
四
）
八
二
頁
以
下
、
吉
田
英
法
﹁
平
成
一
六
年
改
正
警
備
法
の
考

え
方
と
課
題
﹂
警
察
学
論
集
六
一
巻
二
号
（
二
〇
〇
八
）
八
六
頁
以
下
を
参
照
。

（
51
）　

国
民
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
た
警
備
業
務
に
関
す
る
苦
情
は
、
一
九
九
八
年
に
七
五
件
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
二
年
に
は
三
二
三
件
に
達
し
て
い
た
（
杉
本
・
前

掲
注
（
50
）
一
九
頁
）。

（
52
）　

全
国
警
備
業
協
会
編
・
前
掲
注
（
34
）
四
頁
以
下
。

（
53
）　

深
澤
・
前
掲
注
（
9
）
一
八
五
頁
以
下
。

（
54
）　

成
田
・
前
掲
注
（
45
）
三
三
頁
以
下
。

（
55
）　

成
田
・
前
掲
注
（
45
）
三
三
頁
以
下
。

（
56
）　

栁
澤
昊
﹁
一
般
防
犯
警
察
活
動
の
可
能
性
﹂
河
上
和
雄
ほ
か
編
﹃
講
座
日
本
の
警
察
第
四
巻
﹄（
立
花
書
房
、
一
九
九
三
）
一
四
頁
、
平
原
・
前
掲
注
（
32
）
四
四
頁
。

（
57
）　

平
原
・
前
掲
注
（
32
）
三
四
頁
。

（
58
）　

平
原
・
前
掲
注
（
32
）
四
〇
頁
以
下
。
な
お
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
警
察
と
警
備
業
と
の
連
携
に
つ
い
て
紹
介
し
た
文
献
と
し
て
、
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
ク
ー
べ
（
宮
澤

浩
一
訳
）・
前
掲
注
（
9
）
五
六
頁
以
下
。

（
59
）　

近
年
で
は
、
実
際
に
、
海
洋
上
で
の
海
賊
か
ら
の
船
舶
の
警
備
、
外
国
で
内
紛
終
結
後
の
復
興
支
援
活
動
を
行
う
日
本
企
業
関
係
者
の
警
護
な
ど
、
よ
り
リ
ス
ク

の
高
い
領
域
へ
の
参
入
も
試
み
ら
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
な
お
、
民
間
軍
事
会
社
（
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ミ
リ
タ
リ
ー
・
カ
ン
パ
ニ
ー
＝
Ｐ
Ｍ
Ｃ
）
の
動
き
を
描
い
た

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
と
し
て
、
ソ
ロ
モ
ン
・
ヒ
ュ
ー
ズ
（
松
本
剛
史
訳
）﹃
対
テ
ロ
戦
争
株
式
会
社
﹄（
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
〇
八
）。

（
60
）　

吉
田
如
子
﹁
民
間
警
察
活
動
規
制
と
警
察
（
一
）﹂
法
学
論
叢
一
四
九
巻
一
号
（
二
〇
〇
一
）
八
一
頁
。

（
61
）　

深
澤
・
前
掲
注
（
9
）
五
頁
。

（
62
）　

こ
の
点
を
指
摘
し
た
も
の
と
し
て
、
宮
澤
浩
一
﹁
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
警
備
業
研
究
室
に
つ
い
て
﹂SE
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二
八
四
号
（
二
〇
〇
三
）
四
〇
頁
。

　
（
九
六
二
）


